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！第4次日野市基本構想

日野いいプラン2010
ともに創りあげるまち

．
 

基本計画

l 「日野いいプラン2010

ーともに創りあげるまち—」

はホームページでもこ覧になれます

ホームページアドレス
http.: / /www.hinocatv.ne.jp/-hinocity/ 

平
成
13
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会

(
3
月
）
に
お
い
て
第

4
次
日
野
市
基
本
構
想
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

つ
く

こ
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
「
と
も
に
創
り

あ
げ
る
住
み
い
い
•
こ
こ
ち
い
い
・
い
き
い
き
の
ま
ち

日
野
」
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
参
画
と
協

働
の
パ
—
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
広
報
今
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
「
日
野

い
い
。フ
ラ
ン

2
0
1
0
」
は
、
日
野
市

が
こ
れ
か
ら
の

10
年
間
、
ど
の
よ
う
な

都
市
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
く
の
か
を
示
し
た
、
市
全
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
る
も
の

で
す
。

市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
進
め

る
市
政
運
営
の
基
本
的
で
里
要
な
指
針

で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
諸
活
動
の

よ
り
所
と
な
る
も
の
で
す
。

『計①
個
別
計
画
の
集
合
か
ら
総
合
計
画
へ

各
部
局
で
の
個
別
事
業
計
画
（
施
策
）

を
寄
せ
集
め
た
今
ま
で
の
計
画
は
、
集

合
計
画
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
行
政
運
営
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ

各
部
局
の
個
別
施
策
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
き
た
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政
と
い
う
も
の
で

し
た
。21

世
紀
の
日
野
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
身
近
な
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
焦
点
を
当
て
、
互
い
に

有
機
的
に
結
び
つ
き
相
乗
効
果
を
生
む

よ
う
な
総
合
的
・
横
断
的
な
視
点
と
組

み
立
て
が
必
要
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
を

基
に
、
そ
う
し
た
行
政
展
開
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

②
市
民
と
行
政
と
の
協
慟
で

こ
れ
ま
で
の
市
民
参
加
は
、
市
民
の

意
向
を
行
政
側
で
ま
と
め
た
り
、
行
政

側
で
の
企
画
提
案
に
対
し
て
そ
の
内
容

を
問
う
方
法
で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
す
。

行
政
側
も
市
民
と
話
し
合
い
、
と
も
に

地
域
問
題
の
共
有
化
を
図
る
姿
勢
が
必

要
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
市
民
と
行
政
、

市
民
と
市
民
、
関
係
各
課
の
連
携
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
計
画
と
な
り
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
の
市
民
参
画
の
集
大
成

で
あ
る
こ
の
プ
ラ
ン
が
、
今
年
の

3
月

議
会
に
お
い
て
全
会

一
致
で
可
決
さ

れ
、
い
よ
い
よ
こ
の

4
月
か
ら
動
き
出

し
ま
し
た
。
今
回
の
紙
面
で
は
、
プ
ラ

ン
の
「
今
後
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
市
長
と
し
て
、
こ
ん
な
に
多
く

の
市
民
の
方
々
の
参
画
と
時
間
を
か
け

て
つ
く
り
あ
げ
た
計
画
を
、
「
形
だ
け

の
も
の
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

強
い
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
「
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2

0
1
0」
を
推
進
す
る
に
は

3
つ
の
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
進
行
状
況
を
管
理
す
る
た
め
の
、

「
庁
内
推
進
体
制
」
づ
く
り

②
市
民
の
提
案
か
ら
つ
く
ら
れ
た
「
市

民
行
動
計
画
・

8
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

推
進

③
わ
か
り
や
す
い
行
政
情
報
の
提
供
及

び
今
後
の
評
価
に
向
け
た
「
平
成
1
3
年

度
（
各
課
）
主
要
事
業
説
明
会
」
の
開

催
ま
さ
に
今
、
市
で
は
こ
れ
ら
「
日
野

い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0
」
の
実
践
へ
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
際
、
職
員
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
経
験
の
な
い
こ
と
へ
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
多
少
の
厳
し
さ
は
生
じ
る
け
れ

ど
、
各
自
の
意
識
改
革
も
含
め
市
民
と

協
働
す
る
よ
う
に
強
く
要
請
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
市
民
の
方
々
に
つ
い
て
は
、

皆
様
の
自
立
と
自
発
に
も
と
づ
く
行
政

と
の
協
働
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
が
真

の
「
参
画
・
協
働
・
連
携
」
の
始
ま
り

で
あ
り
、
自
治
の
始
ま
り
で
す
。

次
の
世
代
に
”
美
し
い
故
郷
“
を
渡

す
た
め
に
も
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日野示ゑ
ひろみち

馬斗社励、

一

-H
炉
<
2
0
1
0」
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1,i叩
基本構想・基本計画の位置付け

本市の将来都市像を実現するために、3つ-------------------------------------------------------------

の目標 （住みいいまち・ここちいいまち ・い
----------------------------------------------------------------

きいきのまち）のもとで、まちづくりの 10
----------------------------------------------------------------

の柱を市民と行政との参画、連携、 協働のも
----------------------------------------------

とで、総合的かつ計画的に推進していきます。

H野いいプラン2010は、新時代におけるまちづくりのシナ

リオを描いた「基本構想」とその基本構想を実現するため

の基本的施策を明らかにした「基本計画」によって構成さ

れています。

また、この計画は、行政運営の基本的指針であると同時

に市民の諸活動の行動指針としての役割を備えている「市

民行動計画指針」としての性格を併せ持っています。そして、

市民、企業などの役割も明確にし、市民と行政との協働に

よるまちづくりの指針を示しています。

①基本構想 ・基本計画の計画期間

計画期間は、平成 13年度 (2001年度） ～平成22年度

(2010年度）の 10カ年とします。

②基本構想・基本計画の想定人口

日野市の人口は、首都東京の成長とともに増え続けてきました。

しかし、現在は人口増の地域、人口減の地域の両側面を持ち

ながら全体として人口は微増しています。

日野の甚本構想・基本計画においては、 18万5千人都市を
つく

想定して、市民と行政との協働で創りあげていくことを枠組みとし

ます。

............................................ . .  
● I ~' 基本構—巡年、•. h : 

〗→□三］- I 実施計画 ←→市民行動計画I

住み続けられるまちとして良好な生活環境

が整った「住みいい」まち、住んでいる人す

べてが互いの人権を尊重し心のかよう「ここ

ちいい」まち、それぞれの地域が活気や魅力

にあふれた「いきいき」のまちを目指します。

日聾ー・▲•---
参画と協働のまちづくり

すべての市民が政策形成や計画策定への参画ができる機会の

を図ります。そして、その成果が行政運営に反映されるしく

を整え、協働のまちづくりを進めるとともに、市民にわかりやす

い、開かれた市政を推進します。

また、地方分権や規制緩和への対応を図り、市民本位の行政運
ふ^̀..,.• 、

営を推進するため、健全な市財政；の確立と行財政改芋大綱の推進

はもちろん、十分な情報の公開を進め、市民への説明責任を果た

すとともに、行政評価システムを必，とにした行政の簡素化、効率

化を進めていきます。

①参画・協働のまちづくりを進

地方分権の新しい動向を踏ま度ぇや消i底の自主と協働に基づくま

ちづくりを進めるために、市民参画のもと日野いいプラン 20 1 

0施策の推進体制を確立しま寸添きち に、市政への市民参画を推

進するた

②市民本位の

地方分権を推進するとと翌汗綴 市民にわかりやすく 、開かれた
， 寮・遠讀

市政を目指して、行壁評価シら:忍孟き等の導入を図ります。

また、 ・行政の効率化と市民の利便性の向上を図るとともに、健

全な市財政確立に向けた諸施策を展開し、市民参画に甚づく市民

本位の行財政を運営していきます。

③議会に関心を持とう

市民参画によるまちづくりの成果が、確実に行政に反映される

ためにも、議会への関心を深めるとともに、議会と市民との交流

や懇談等の場を議会とともに考えていきます。

住みやすいまちづくり
住みやすく、そして将来にわたり住み続けられる定住都市と い~、•,

ての良好な住環境づくりを、身近な牛活環境の安全確保の視点も 奮・-

含め進めます。日野の特徴でもある婢形条廿涵を踏まえ、地域ご

との特性を生かしながら個性ある石住みやすいまちづくりを進めて
4 ▼、一

いきます。

また、区画整理事業についがでさざ、時代の状況に応じた事業の展

開を図っていきます。 ：’，}~；}し；［
①住みやすい住環境づくりを進め紺ぅ っ

f.. ¥-..,,←ゞ公→ゞ ヽ、•；• K 

地域の特性を十分に生か、して、 それぞれの地域の計画的なまち
屯 't

づくりを推進するiとともに、ライ
i 4 

奴 テ9し``
tて9• 呵 t

ーン・ライフスタイルに

応じた住まいづ)りを支援します。33ま た：居住環境 ＿卜、防災安全
？ ク‘

上、特に改善をする地域での董点的なまちづくりを進めていき
ゞV 墨•,、ふこ

ます。さらに、身近な生活環境に？ いて｛も適切な安全確保に努め
ぷ 螂t:”,

ていきます。

言言戸巴門：す：：：口こJ

ひのびと

---四 日野人•日野文化を育てるまちづくり
この計画を推進していくための最大のポイン トは、その実施主

体である 「人」にあります。 しかし、この人材はすぐに準備でき い

るものではなく、地道な活動に基づく長い時間をかけて育てられ

るものです。

そこで、これからの日野のまちづく 枕を進めていくことに夢を

持つ人材を市民、行政の協篇iこょミ 子 ども沿 ら高齢者までを含め

育てていきます。 、夕宮 、

また、これからの人材は、自らの個性 を十給に発揮していくこと

はもちろん、広く国際的な視野も備えてい；く必要があり、それを

実現するためのグローバルな視点に立ったまちづくりを進めます。
ひ の びと

①日野人を育てよう

体系的な生涯学習の機会と場の充実を図り、子どもから高齢者

まで市民のだれもが、自己実現を達成するさまざまな活動を保障

していきます。そのため｝丞惑生涯学習セ るター等を整備し、生涯
ぐ々町

学習の拠点づくりを進め叉いきます。べまfこ、 H野のまちづくりを

推進していくための入材を宥で るだめ、／生涯学習の諸活動の支援

を積極的に進めていき立ま笠芝翌；

②グローバルな社会をつくろう

社会のグローバル化の進展に対応した市政を推進します。市民

団体などの交流や参画を通じて、異文化の理解を深め、市民や外

国人にも生活しやすい地域社会や、くらしやすい環境づくりを進

めていきます。

③日野文化を築こう

市民が創り、育んできた H野文化をさらに発展させます。また、

日野の地域文化おこしや新たな日野文化づくりを進めていきます。

④心豊かなひのっ子を育てよう

子どもが豊かな人間性やたくましい心身を備え、社会的、国際

的な惑覚を麻められるように、家庭、地域、学校が連携、協働し

て、変化する社会にふさわしい学校づくりを進めていきます。ま

た、ゆとりある教育環境づくりと開かれた教育行政を推進し、心

気軽に出かけられるまちづくり 1 
．礫噂奇'.".'f-'. ~ --: •が→丘陵地や坂道など、日野匂地形特性を踏ま—‘ > 、だれもが気軽に、：

を巡＆ふ 、9：·漕外出でき、社会で活動ズきぶための環境整鑽(• 進します。 特に、
i’?  

外に気軽に出かけられるよう、バス路線や道路の改善を図ります。
と＂

①人にやさしいみちつくりを進めよう、

市の地形条件等の特性に配慮しながら、 子どもや高齢者、障害

者をはじめ、すべての人にやさ じい道路環境づくりを進めていき
,iド？が

ます。特に、高齢者や障害を羨や 入への配慮をした道路、駅、公

共施設のバリアフリ ー化を進め翌気軽に外出できるような移動空
名；、ぷて

間と移動手段の改善を進めヤ‘tヽき ます。

② 利な交通システムをつくろう
が蜘ぶや

各駅及び公共施設等に偲利に移動できるよう、「いつでも、どこ

でも、だれでも」が剋風し＇やすい交通システムづくりを進めます。

硲
ふれあいのあるまちづくりには、地域のコミュニティづくりが ：t

不可欠であり、地域コミュニティの再生 ・構築が必要です。そのt
ための地域の交流の場（施設）づくりと、市民が地域のことを考

え活動するしくみづくりとその活性化を進めていきます。

①心のふれあうコミュニティ づふ りを進めよう

心のふれあいと、人と人との支えあいのある地域社会を目指し
9 • •心忍し

て、地域における交流を進めていきます。また、防災や環境、教
ぷヽ．v.．

育や福祉など地域社会における相互支援機能の強化を図ります。
ふ‘・ぷ．、初

そのため、地域ごとにその特性を生か したロ ミュニテイセンター，，9 ．．ぶ・・，＂．

を体系的に整備し、有効活用を図り、地域からのまちづくりの展
P’ “尋.,'

開と諸活動の活性化を進めてャゞ きます。
予

②地域の交流の場づくりを進めよう

家庭、地域、学校の連携と協働により、 ，・サ どもの生活と活動に

対応した良好な地域社会づくりを進めて贔きます。子どもたちが

地域社会のなかで、パ意表ざまな体験やふれあいを積み重ね、心豊

かに育つように、子星逹殴 自主性・り主体性を生かした子どもの居

炉場所づ
・・・_t,._ 

くりに取り組みます；ーもた、学校を地域の拠点と して位置
ペ--―～▲ ｀ 

付けながら、子どもたちの育成に地域社会も責任を持った体制づ

くりを進めていきます。

まちづくりgr10の稔
ふれあいのあるまちづくり 対等の立場で心のかようまちづくり

高齢者、障告者、子どもなどすべての人が人権を尊重される地域社会を

,.]築いていきます。

男女平等参画社会をつくるために、男女平等の意識をつくり、男女が平

等に職場、家庭、地域のあらゆる場で活動できる社会を築いていきます。

また、市民と行政が地城の中でそれぞれの役割分担のもとに、心のかよ

う地域ぐるみでの福祉のまちづくりを進め、で氏きます。

①人権尊重のまちづくりを進めよう

世界平和の視点を取り入れた市亨；推進を図釦ともに、すべての人々

が差別や個見のないように、人ヤ勁 蛉 囀策を進めていきます。
細 如滋f

②男女がいきいきと活動できる
占 グ‘

丘 づくりを造めよう
』 蜘澤

これまでの固定的な性別による役割分担の考え方にとらわれることな
.¢、9 ’ヽ・巡

く、あらゆる分野に宍ジ＇て、 男女が，ともに参画・協働する地城社会づくり

を目指します。さぢにゃ男女平等と性¢の尊重：R・意識づくりを閃り 、男女そ

れぞれの個性と能労窟十分に発揮し{;`点瓜芯：きと活動できるまちづく り

を進めていきます。
畑砂｀ ，士‘̀ -- "'I. .,..,.屯涵涵•

③地域ぐるみの福祉のまちづく りを進めよう

子どもや高齢者、障害を持つ人を比じめ、すべての人々が家庭や住み慣

れた地域の中でくらし続けられることが望まれています。そのため、それ

ぞれの対象者に合ったきめ細かなサービスが総合的に提供できるシステム

づくりを進め、保健医療との連携のもとでの福祉行政の展開を推進します。

し ］：：日｀｀：、lナて［］］こすき。生そこご：J自然と人が共生するまちづくり
地球規模での環境問題の視点に立ち、環境共生時代への対応と

してごみ対策や、水、空気などの地域環境、省資源、省エネルギー

対策のまちづくりを環境基本計画の具体化により進めていきます。

また、日野の農業振興も含めての水辺とみどりの豊かなまちづ

くり、自然と人が共生するまちづくりを進めていきます。

①循環型まちづくりを進めよう

かけがえのない地球を顎乏予対苔めにも、限りある資源を有、.ふA喝が

効に利用できる資源循環型社会への転換と環境共生のまちづくり

を進めていくことが必要です。 環境問題は士；＇•う人々のくらしと密接
ぷ，．磯g

な関係があることを認識 しぐ市民・企業a9行政がそれぞれの立場

に応じた役割と責任を果，,ごしていくことが大切です。
ぎゞ'， t .. 

特に、ごみ問題においてはン、それぞれの役割分担のもと、ごみ

の発生抑制や減量化、蕊攣帆i賢遼甑匹汽 どを協力して推進し、「ご

みゼロ社会」を目指淑志淋す。 ヽ
r ょiぷぞ乎 翁

②水辺とみどりの豊力汝まちづく りを進めよう
F -. 9べt

水辺やみどりは 豹ヽ人々 の心に安らぎとうるおいをもたらす貴重

な環境資源ですバ日野ゆ地勢、地形がつくる水辺・みどりを次の

世代へと引き継ぐどど泡に、それらを活用した豊かなまちづくり

こ`3を進めていきます。

③農あるまちづくりを進めよう

年々減少の一途にある日野の農地ですが、環境共生都市として

農地には大きな役割があります。環境学習や体験の場など都市農

業・農地の多面的な価値を見い出しながら市民との交流を広げ、

農業者を支援し、農地を次世代に残す、農あるまちづくりを推進

します。

コ
xt̀
[[[＜

も

園

徴

づ

り

災

5

に

犯

土

を

安

を

V

、

ょi
公

特

景

＜

震

ナ

生

防

ま

園

の

＇
り

域

し

心

風

i

発

、

h
灸
r'

地
ぶ
猛

’進

巳
ご
璽
こ
喜

．＂5， 安
砿
〗t叩

を
)
左

屯

嘆

と

。
う

て

指

．対

全

た

生

ま

日

と
ま
ま
必
間
すよ
し
災
且
全
信ま
め
〗

翠ヽ
の
を
き
、

ま

神

そ

性

え

な

阪

こ

が

，
空

ま

め

防

き

進

心

竺
五
心
口
5

心
”
'雙
悶
鱈
応
閤

9。特l
P
ま

丸

安

竺
贔
〗
芦
は
5
9
怒
五
竺
五
竺
〗
耀
ぃ

で

）

い

の

進

て

を

備

づ
“
く

も

ぢ

に

を

場

ズ

り

、

て

等

ぃ

つ

で

を

し

活

整

ち

づ

と

ま

も

り

広

っ

な
細
こ

と

形

て

こ

ま

り

応

生

て

ま

ち

と

い

と

く

る

境

と
ぷ
5

も

地

し

全

咋

安

199
割

れ

く

対

な

し

な

ま

る

な

と

づ

あ

環

要

と

の

の

出

（

災

こ

づ

で

適

と

心

い

め

の

る

ち

力

住

必

と

画

域

り

年

る

、

域

み

快

の

安

強

進

罪

図

ま

魅

ぃ

が

る

参

地

創

7

け

で

地

る

、
も

で

に

を

犯

を

る

て

よ

い

め

民

、

を

成

お

こ

、

ぐ

た

る

全

害

策

、

進

せ

適

み

お

進

市

た

カ

災

対

た

推

ら

快

住

る

を

を

ま

魅

徴

誼

害

ま

の

く

②

う

置

り

の

平

に

そ

市

域

ま

あ

市

都

地`

 

S̀‘ 

「：月7竺竺塁:り:／：
ともに、病気の予防と健康づくりの地域コミュニティ活動を推進

します。
.,1•~絞宍\3寮Y

また、心身ともに健康な告活を器 るため、r防、早期治療に向

けた、健康診断 ・相談等を充実↓ぶ』保健医療体制の整備・充実を

図ります。

⑰ 達康づくりを促進しよiヤ ぷお

市民一人ひとりの健康づくりの忍泌に、 「自分の健康は自分で守
し 、

る」という意識のもと、生涯を通心；た心と体の総合的な健康づく
．ヽ・ペ．

りを進めていきます。

②いざ ！というときのための保健医療体制やくりを進めよう
ど℃・̀ A  

心身ともに健康な生活を送るためt-、ゞ病気の予防や早期発見、
じ`¢期治療、リハピリテーションなどE'市民それぞれのニーズに

ーヽ 盛げ
した健康診断密相談菓業を拡充し^2,保健医療体制の整備を進

きヽます。

個性と魁力と活気のあるまちづくり

これからのまちづくりを考えていく上でのキーワ ードと して「いき

いきとした」「活力ある」があげられます。ここでは、このまちの元

気さについて、産業振興の視点から位躍付けるとともに、 「計画的な

土地利用の推進」を大局的な都市政策の視点から盛り込んでいます。

．、一‘そこで、駅前を沖心とした商極拠点づくり:」1野市の根幹である農

｀ 業、そして工業の支援などに ' . '・・----"' 
l fいて、土懇利用の視点からも位置付け

ていきます。また観光については、 ‘'」｛ーモノとしての日野.;J.{―ンドだ慇玲．`ジ
けでなく、自然と文化をもとにした地域終性、

, 9 へ？
いわゆる 「日野らしさ」

についても位買付はますgかぎ、ト 心疇；＂ さ、＇、譴
①地域特性を生かした個性あるまぢづぶり；を進めよ づ` し密磯翌

A'..,. i 
市民が安心し了快適に くらし、11主み綿け られるよら に:り団市の地形

条件や環境負荷等に配恵した、漿‘市禁亨設の整鍼ゃ土地利用の適正

な誘導を図り、持続可能なまちぅ•く哨を目指します。
i 

②魅力とにぎわじヽのある拠点づくザかを進めよう

都市の魅力ぷ芦 、（＜らしの場唸喝忍 ととも4,：：： 冦ヽ羞、文化活動が

活発に行様 料 羞ぎわいのある拠鸞翌＼こ［ヵば、fられます。広域-も遥匹——←-• toら、"".'..
的な都市のつながりを考慮しつつも、 市内の二大駅（日野駅 ・豊田

駅 ・高幡不動駅）を中心にそれぞれの地域特性を生かし、市民参画の

もとで、バリアフリ ーに配慇した、魅力とにぎわいの拠点づくりを進

めていきます。

③働く場のあるまちづくりを進めよう

地域にふさわしい活力のある産業づくりを目指し、工業、商業振興

の支援を図るとともに、地場産業の育成を進め、働く場の確保に努め

ていきます。

また、日野の農業については、農業甚本条例のもとに、都市農業へ

の市民の深い理解を得ながら、積極的に保全し育成していきます。

さらに、 8野の産業、文化、観光、歴史条件等の連携をもとにした、

日野ブランドの開発を進め、新しい日野の魅力「日野らしさ」づくり

進めていきます。

R 問合せ先：企画調整課ff585-llll R 
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基本計画
(l 0の計画の柱）

指針3
市民参画の
まちづくり
のしくみの

プログラム
をつくる

（図1)

指針4
市民参画の
まちづくり
の評価プロ
グラムをつ
くる

「
日
野
い
い
プ
ラ
ン

2
0
1
0
ー
と

「
日
野
い
い
プ
ラ
ン
2
0
1
0
」
の

,＂

1

実
現
に
向
け
て

"An
J
i
 

m
 
「
と
も
に
創
り
あ
げ
る
住
み
い
い
・

こ
こ
ち
い
い
・
い
き
い
き
の
ま
ち
日

野
」
が
将
来
都
市
像
で
す
。
こ
の
実
現

に
向
け
、

10
の
柱
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。
市
民
と
行
政
の
参

画
・
連
携
・
協
働
の
も
と
に
、
碁
本
計

画
及
び
市
民
行
動
計
画
指
針
を
策
定

し
、
具
体
的
な
施
策
展
開
の
道
筋
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
「
市
民
行
動
計
画
指
針
」
の
考
え
方

進行管理プロジェクト

も
に
創
り
あ
げ
る
ま
ち
」
を
実
現
し
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
参
画
・
連
携
・

協
働
の
も
と
に
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
「
市
民
行
動
計
画
」
の
策

定
を
図
り
、
市
民
、
企
業
、
行
政
の
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
行
動

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ

う
に
考
え
て
い
き
ま
す
（
指
針
）

。

各
種
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
図
っ

て
い
く
場
合
、
ま
ず
、

①
活
動
す
る
人

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
②
多
様
で

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
メ
ニ
ュ
ー
と

展
開
方
法
な
ど
を
用
意
③
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
つ
い
て
、
市
民

の
あ
る
い
は
行
政
の
役
割
を
明
確
に
す

る
た
め
の
条
例
化
等
を
図
っ

て
い
く
こ

と
が
必
要
④
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

達
成
し
て
い
く
の
か
の
施
策
評
価
シ
ス

テ
ム
も
用
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
（
図
1
参
照
）
。

●
具
体
的
な
行
動
へ
の
取
り
組
み

参
画
・
連
携
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
民
行
動
計
画

指
針
の
も
と
に
策
定
さ
れ
る
市
民
行
動

計
画
に
お
い
て
、
市
民
・
企
業
・
行
政

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
主
体
的
に
活
動
を
推
進
し
て
い

く
環
境
づ
く
り
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
民
行
動
計
画
の
策
定

●各課主要事業説明会

5月20日（日） l 3:00~ l 7:00 I 議会事務局・企画調整課•財政

課・市長公室•女性参画推進室・

庶務課・職員課・管財課

21日（月）I1 9:00~2 l :oo I防災課情報システム課

22日（火）Il 9:00~2 l :00 I市民税課資産税課納税課

•保険年金課

23日（水） Il 9:00~2 l :00 I産業振興課健康課建築指導

課・緑と清流課

24日（木）I1 9:00~21 :oo Iリサイク）嘩進課クリーン課

•都市計画課·瑣境保全課

25日（金） I19:00~2 l :oo I区画整理1課区画整理2課

•下水道普及課・下水道計画課

26日（土） I1 3:00~ 11:00 I管理課土木課建築課水道

業務課•水道工務課•会計課

•選挙管理委員会•監査事務局

27日（日）Il 3:00~ 17:00 I生活福祉課障害福祉課・高齢

福祉課•児童福祉課•生活課・市

立総合病院•ふるさと博物館

28日（月）I19:00~2 l :oo I生涯学習課・スポーツ振興課

•圏書館・中央公民館

29日（火）Il 9:00~2 l :00 I教育庶務課学務課指導室

・市民課・七生支所

※会場は各回とも市役所5階505会議室

干
成
13
年
度

各
課
主
要
事
業
説
明
会

●
、

に
あ
た
り
、
い
い
。フ
ラ
ン

2
0
1
0
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
か
ら
参
画
・
連
携
・

協
働
の
実
践
を
当
面
優
先
的
に
行
う
先

行
事
業
と
し
て
、

8
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
提
案
が
あ
り
、
今
後
の
展
開
を
図

っ
て
い
き
ま
す
（
表
1
参
照
）
。

●
推
進
す
る
た
め
の
庁
内
体
制
づ
く
り

具
体
的
な
施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
意
見
が
行
政
運
営
に
反

映
さ
れ
、
市
民
と
行
政
と
が
と
も
に
話

し
合
い
の
で
き
る
し
く
み
を
整
え
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
庁
内
体
制
と
し
て
は
、
市

民
と
の
信
頼
と
協
働
の
関
係
を
つ
く
る

た
め
に
も
、
施
策
の
総
合
的
な
視
点
の

も
と
で
の
横
断
的
な
組
み
立
て
や
各
課

の
連
携
な
ど
、
進
行
管
理
体
制
を
確
立

し
て
い
き
ま
す
（
図
2
参
照
）

。

市
民
の
意
見
に
基
づ
く
開
か
れ

た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
必

要
な
情
報
が
容
易
に
入
手
で
き
、

そ
し
て
活
用
さ
れ
る
し
く
み
が
必

要
で
す
。
市
民
参
画
の
環
境
を
整

え
、
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
今

年
度
市
役
所
の
各
課
で
行
わ
れ
る

主
要
事
業
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
左
表
参
照
）

。

環境への負荷を抑制し、自然と調和するた

めには、資源循環型社会の構築が必要です。

そこで市では、日野いいプラン2010の「市

民行動計画」の最初のプロジェクトとして、

「ごみゼロ社会」に向けた市民・企業・行政

の協働による「ごみ処理基本計画」を策定し

ます。これは、地域ごとの「ごみゼロ運動」

を進めていくより所となるものです。市民参

画でこの基本計画を策定しませんか。

会議は、 6月～来年3月に月2回程度、平日

の午後7時から2時間程度を予定しています。

※活動に対する報酬はありません

t>定員＝40人程度

じ申込み＝ 5月31日（木） （必着）までにハガ

キまたはファックスで。住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号、ごみの分野で関心のある事

を記入し、日野市役所リサイクル推進課

(〒 191-0022新井210の2回 586-6606)へ

「ごみ処理基本計画」づくり発足会

申し込みをされた方は発足会にご出席くだ

さい。ご都合の悪い方は、申し込みのときに

その旨をご記入ください。

t>日時＝ 6月4日（月）午後 7時から

t>会場＝市役所 5階505会議室

t>問合せ先＝リサイクル推進課 (ft581-0444)
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み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
よ
う
I

昨
年
10
月
に
「
日
野
市
み
ん
な
で
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
（
骨
子
参

照
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
実

現
に
向
け
、
み
ん
な
が

一
緒
に
な
っ
て

ま
ち
を
き
れ
い
に
し
、
市
民
の
美
化
意

識
環
境
負
荷
の
軽
減
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
咋
年
度
ま
で

実
施
し
て
い
た
「
地
域
清
掃
」
を
拡
充

し
、
「
市
内

一
斉
清
掃
」
と
し
て
新
た
に

出
発
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
み
ん
な
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
日
野
」
。
従
来
か
ら

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

幅
広
く
市
内
の
各
種
団
体
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
み
ん
な
で

一
斉
に
清
掃
を
行
い
ま
す
。

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
「
環
境
」

に
つ
い
て
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。一

人

で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
5
月
27
日
同
午
前
9
時
i
l
o

寺nnL ▽
清
掃
場
所
11
市
内
全
域
※
自
治
会
や

老
人
ク
ラ
ブ
等
は
、
そ
の
団
体
が
希
望

し
た
場
所
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
清
掃
方
法
11
不
燃
・
可
燃
に
分
別
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
入
る
分
ま
で
集
め

る
※
粗
大
ご
み
は
不
可

▽
ご
み
の
集
積
11
地
区
内
に
決
め
ら
れ

た
場
所
へ

▽
問
合
せ
先
11
環
境
保
全
課

（
学
校
等
の
責
務
）

環
境
美
化
・
保
全
等
の
活
動
に
積

（
目
的
）

美
し
く
変
化
に
富
ん
だ
地
形
で
構

成
さ
れ
、
緑
や
清
流
の
残
る
私
た
ち

の
ま
ち
の
環
境
は
、
財
産
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
財
産
も
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
発
生
す
る
ご

み
に
よ
っ
て
悲
し
い
現
状
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
み
ん
な
が

一
緒
に
な
っ

て
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
、
市
民
の
美

化
意
識
・
環
境
負
荷
軽
減
意
識
の
向

上
を
図
る
。

（
市
の
責
務
）

ご
み
投
棄
の
監
視
、
ご
み
の
発
生

回
避
・
軽
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

啓
発
を
行
う
。
市
民
・
事
業
者
・
学

校
等
が
行
う
環
境
美
化
等
に
関
す
る

活
動
を
支
援
す
る
。

（
市
民
の
責
務
）

環
境
美
化
・
保
全
等
の
活
動
に
積

極
的
に
参
画
し
、
清
潔
な
ま
ち
を
守

る
よ
う
に
努
め
る
。
ご
み
の
発
生
を

最
小
限
に
抑
え
る
生
活
に
努
め
、
生

じ
た
ご
み
は
分
別
を
徹
底
し
、
資
源

一
化
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

環
境
美
化
・
保
全
等
の
活
動
に
積

極
的
に
参
画
し
、
清
潔
な
ま
ち
を
守

る
よ
う
に
努
め
る
。
ご
み
の
出
に
く

い
商
品
の
製
造
や
販
売
、
空
き
缶
な

ど
の
容
器
の
回
収
や
資
源
化
に
努
め

る
。
従
業
員
の
教
育
徹
底
、
事
業
所

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
減
量
・
資

源
化
す
る
。

極
的
に
参
画
し
、
清
潔
な
ま
ち
を
守

{

る
よ
う
に
努
め
る
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
身
近
な
環
境

の
現
状
と
未
来
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

す
る
。
教
育
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
を
減
量

・
資
源
化
す
る
。

（
土
地
所
有
者
等
の
責
務
）

空
き
缶
や
吸
い
殻
等
の
投
げ
捨
て
、

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
放
置
を
防
止
す
る

一

た
め
、
所
有
し
て
い
る
土
地
を
適
正

に
管
理
す
る
。

（
立
ち
入
り
調
査
）

市
長
は
、
空
き
缶
や
吸
い
殻
等
が

散
乱
し
て
い
る
土
地
や
、
自
動
販
売

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
土
地
・
建
物

に
立
ち
入
り
調
査
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
禁
止
行
為
）

何
人
も
、
公
共
の
場
所
で
空
き
缶

や
吸
い
殻
な
ど
の
投
げ
捨
て
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
ん
や
つ
ば
を
吐
き

捨
て
て
は
な
ら
な
い
。
ペ
ッ
ト
の
ふ

ん
は
、
放
置
せ
ず
適
切
に
処
理
す

る
。

（
指
導
・
勧
告
・
命
令
）

市
長
は
、
禁
止
行
為
に
従
わ
な
い

者
に
対
し
指
導
や
勧
告
を
行
う
。

勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
改
善

措
置
を
講
じ
る
よ
う
命
令
す
る
。

（
公
表
・
罰
則
）

そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
市

一

長
は
そ
の
旨
を
公
表
し
、
命
令
に
従

わ
な
い
者
に
対
し
て

2
千
円
以
下
の

過
料
を
科
す
る
。

「

B
野
市み

ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
条
例
」
◎
R
c
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J

の
校
名
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
ら
ん

や
、
が
け
く
ず
れ
等
の
災
害
に
対
す

る
水
防
訓
練
を
東
京
消
防
庁
、
日
野

市
消
防
団
、
日
野
市
建
設
協
和
会
、
市

民
団
体
と
合
同
で
行
い
ま
す
。
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
5
月

27
日
⑪
午
前
9
時

30分
i
1
1時
20
分
※
雨
天
実
施
。

荒
天
の
場
合
は

6
月
2
日
出

▽
会
場
11
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
問
合
せ
先

11
日
野
消
防
署

．（
6

5
8
1
.
0
1
1
9
)
／
市
防
災
課

■災
害
時
の
応
接
協
定
を
追
加
締
結

市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
民
間
の

機
関

・
団
体
と
協
力
し
、
被
災
者
の

安
全
確
保
や
避
難
生
活
支
援
を
行
い

ま
す
。
今
回
、
次
の
団
体
と
協
定
を
結

び
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
団
体
名
・
内
容
11
杉
野
学
園
…
避

難
場
所
・
飲
料
水
の
提
供
／
固
セ
レ

ス
ポ
：

24時
問
以
内
で
テ
ン
ト
設
備

等
を
設
置
／
卸
東
京
都
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
南
多
摩
支
部
日
野
部
会
…
小

中
学
校
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
プ
ロ
パ
ン

新
校
名

g
下
は
「
夢
が
丘
小
学
校
」

来
春
統
合
予
定
の
高
幡
台
小
・
程
久
保
小

平
成
14
年
4
月
統
合
予
定
の
高

幡
台
小
・
程
久
保
小
の
新
校
名
閤

が

4
月
19
日
の
教
育
委
員
会
で

「夢
が
丘
小
学
校
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。 .27

日
に
総
合
水
防
演
習

燃
料
等
の
設
備
を
設
置
／
固
日
野
衛

生
公
社
．
移
動
式
ト
イ
レ
を
優
先
設

置
／
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
回
転
市
場
：
リ
サ
イ
ク
ル
衣
料
の

提
供
／
卸
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ

！
・
・
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
優
先
提
供

▽
問
合
せ
先
11
防
災
課

■子
ど
も
た
ち
か
ら
の
人
権
メ
ッ
セ

ー
ジ
発
表
会

5
市
内
の
小
・
中
・
高

校
生
の
訴
え

▽
日
時

1
1
6
月
2
日
出
午
後

2
時

ー

4
時

30分

▽
会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
定
員
1
1
2
0
0
人
※
先
着
順
。
中
し
込

み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。
手
話
通

訳
・
保
育
あ
り
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

▽
問
合
せ
先
11
市
長
公
室
市
民
相
談

担
当

(
6
5
8
5
.
2
0
0
0
)

■
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

商
店
で
の
取
引
や
学
校
、
病
院
等

で
の
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

は、

2
年
に

1
回
の
検
査
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
、
は
か

り
を
使
用
す
る
方
も
ご
連
絡
く
だ
さ

‘
°
 

し▽
日
程
・
会
場
1
1
6月
1
日
②

…
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
4
日
⑤
…
七

生
公
会
堂
／
5
日
図
…
市
役
所
1
階

101会
議
室

▽
時
間
1
1
午
前
10
時
！
午
後
3
時
30

分＞
問
合
せ
先
11
東
京
都
計
量
検
定
所

検
査
課

(6
0
3
.
5
4
7
0
.
6
6

3
8
)
／
市
産
業
振
興
課

■公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
伴
い

下
水
道
関
係
図
書
を
縦
覧

▽
日
時

1
1
5
月
31
日
困
ま
で
の
午

せ
ら
れ
た
2
0
0
点
以
上
の
名
前
か

ら
、
統
合
協
議
会
、
教
育
委
員
会

を
経
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

新
校
名
圏
は
、

6
月
議
会
に
条

例
改
正
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
学
務
課

ま
ち
づ
く
り
え
[
.

前
8
時
30
分
ー
午
後

5
時
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
内
容

11
下
水
道
管
平
面
図
、

地
図
等
の
関
係
図
書
※
新
規
対
象
者

に
は
、
「
供
用
開
始
の
お
知
ら
せ
」
を

郵
送
し
て
い
ま
す

▽
供
用
開
始
日

1
1
6
月

1
日
⑥

▽
供
用
開
始
地
域
1
1
多
摩
平

2
丁

目
、
栄
町
1
.
2
.
4
丁
目
、
新
町

1
.
3
丁
目
、
大
字
豊
田
、
豊
田

4

丁
目
、
東
豊
田

2
i
4
丁
目
、
南
平

4
.
5
丁
目
、
日
野
本
町

1
i
3
丁

目
、
神
明
2
丁
目
、
大
坂
上

2
.
4

丁
目
、
大
字
日
野
、
川
辺
堀
之
内
、
新

井
、
高
幡
の
各
一
部

▽
縦
覧
会
場
・
問
合
せ
先
1
1
市
役
所

3
階
下
水
道
普
及
課

●
東
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
（
第
2
回
変
更
）
の
縦
覧

東
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

▽
期
間
11
換
地
処
分
の
公
告
の
日
ま

で▽
変
更
日

11
4
月
20
日

▽
変
更
内
容
1
1
①
設
計
の
概
要
②
資

金
計
画

▽
縦
覧
会
場
・
問
合
せ
先
11
市
役
所

3
階
区
画
整
理
第
2
課

●
七
生
公
園
の
事
業
計
画
が
変
更

▽
告
示
日

1
1
4
月

10
日

▽
内
容
11
事
業
施
行
期
間
を
5
年
間

延
伸
し
、
平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で

と
す
る

▽
縦
覧
会
場
・
問
合
せ
先
11
市
役
所

3
階
都
市
計
画
課

胃
・
保
育

9
i

●
小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
採
択
に

関
す
る
審
議
会
委
員
を
募
集

平
成
14
年
度
使
用
の
小

・
中
学
校

教
科
用
図
書
に
つ
い
て
審
議
を
す
る

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

審
議
会
で
は
、
学
校
と
教
科
委
員

会
の
報
告
を
受
け
て
審
議
し
、
教
育

委
員
会
に
答
申
し
ま
す
。
3
人
の
委

員
を

一
般
の
市
民
か
ら
公
募
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
1
1
教
科
用
図
書
の
採
択

に
つ
い
て
利
害
を
有
し
な
い
方
、
日

野
市
立
公
立
学
校
の
教
員
で
な
い
方

▽
任
期

1
1
7
月
3
日
因
ー

8
月
15

日
困

▽
申
込
み

1
1
6
月
12
日

g
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
封
書
で
。
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、

小
・
中
学

校
の
別
、
日
野
市
立
小
・
中
学
校
に

在
学
す
る
児
童
•
生
徒
の
保
護
者
は

そ
の
旨
を
明
記
し
、

800字
以
内
で
教

科
書
に
つ
い
て
の
考
え
を
記
入
し
、

日
野
市
教
育
委
員
会
指
導
室
審
議
会

公
募
係
(
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
住
所
不

要
）
へ

▽
審
査
結
果
1
1
6
月
23
日
出
ま
で
に

通
知

了
来
年
度
の
小
・
中
学
校
教
科
用
図

書
採
択
に
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

教
科
書
採
択
に
あ
た
り
、
教
職
員

研
究
室
（
潤
徳
小
内
）
で
教
科
用
図

書
見
本
を
展
示
し
ま
す
。
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
展
示
期
間
1
1
6
月
1
日
釦
i
7
月

5
日
困
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後
1
時
i
5

寺

＂ 
▽
問
合
せ
先
1
1
指
導
室

編

祉

心
ロ

●
ひ
と
り
親
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
事
業

ひ
と
り
親
と
な
っ
て

2
年
以
内
の

家
庭
に
、
食
事
の
世
話
、
掃
除
及
び

整
理
、
洗
濯
な
ど
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
11
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

方
①
小
学
校
低
学
年
以
下
の
児
童
が

い
る
②
親
ま
た
は
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
が

一
時
的
に
負
傷
し
、
ま
た

は
疾
病
に
か
か
っ
た
③
親
族
等
の
冠

婚
葬
祭
に
出
席
す
る
④
日
常
の
家
事

及
び
育
児
を
行
っ
て
い
る
同
居
の
祖

父
母
等
が

一
時
的
に
負
傷
し
、
ま
た

は
疾
病
に
か
か
っ
た
⑤
技
能
習
得
の

た
め
の
通
学
、
就
職
活
動
、
出
張
、
学

校
の
公
式
行
事
へ
の
参
加
な
ど
⑥
そ

の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
＼

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
福
祉
課

●
日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
苦
情
・
相
談
日

▽
日
時
1
1
6
月
8
日
⑥

・
14
日
困

．

22
日
⑥

・
28
日
困
午
前

9
時
i
正
午

※事前予約制

▽会場11市役所2階福祉オンブ

ズパーソン室

▽問合せ先11生活福祉課福祉オ

ンブズパーソン担当

■聴覚障害、視覚障害等の方へ
サービスの紹介

ァ手話通訳者派遣制度

聴覚障害者又は団体に、手話

通訳者を派遣します。

▽対象者11市内在住で、身体障

害者手帳をお持ちの聴覚障害者

及び団体

▽費用11通訳者の交通費等は実費

▽申込み11住所、氏名、日時、

待ち合わせ場所、内容を記入し、

日野市社会福祉協議会(〒191|

0011日野本町7の5の23

6•四584.5533)へご緊急通報システムの登録を

聴覚障害、音声・言語機能障

害等で電話での伝達の困難な方

が緊急の場合、東京消防庁、日

野消防署ヘファックスで通報が

出来るようになります。事前登

録制です。ぜひ、手続きをして

ください。

▽対象11市内在住で、身体障害

者手帳が交付されている聴覚障

害者、音声・言語機能障害者

▽申込み11身体障害者手帳を市

役所2階障害幅祉課へ持参

なお、日野替察署の緊急通報

カードも障害福祉課で配布

了ファックスでタクシーの呼び

出し、配車が出来ます

ファックスで別表のタクシー

社
会

一
シ

ク
夕

る
ベ

呼
を

一
シ

ク
夕

で
ス

ク
ツ

ア

フ
． 

会社名 予約電話・ファックス

飛鳥交通第三 ft0426-61-0248回0426-67-9399

キャピタル交通 合0426..91-2222囲0426-91-3344

京王自動車 ft0426-42-9966/042-37 4-9966 
囲0426-42-6895/042-374-5533 

さがみ交通八王子 ft0426-28-5211回0426-26-2161

三和交通八王子 ff0426-22-8181囲0426-23-7593

新立川交通 合 582-0130回535-5017

大成交通 ff0426-22-3128囲0426-26-6313

高鉄交通 合0426-61-7211囲0426-66-3719

協東京都同個人タ組クシ合ーft0426-46-2580囲03-3383-2362

都民交通事業 ft581-7654証581-4456

ニュータウン交通 ff042-371-5555囲042-372-9600

八王子交通事業 ft0426-23-5111回0426-22-5599

八幸自動車 ff042-377-7111回042-377-7601 

八南交通 ft0426-42-3371回0426-46-7 467 

協東日本同個人タ組クシ合ーff0426-26-0660/042-793-0072 
国042-793-5030 

日野交通 ft582-0161 囲581-0224

南観光交通 ff592-0011 /592-001 3 
囲592-0186

集

会
社
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
呼
び
出
し
、

配
車
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

日
野
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
も
使
え
ま

す
。

▽
申
込
み
1
1
住
所
（
乗
車
場
所
）
、

氏
名
、
フ
ァ

ッ
ク

ス
、
予
約
日
時
、

目
的
地
（
で
き
れ
ば
簡
単
な
地
図
）
を

記
入
し
、
別
表
の
タ
ク
シ
ー
会
社
へ

以
上
▽
問
合
せ
先
11
障
害
福
祉
課

■ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
制
度
の
ご

利
用
を

視
覚
障
害
者
に
対
し
て
、
外
出
時

の
付
き
添
い
な
ど
を
行
う
ガ
イ
ド
へ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▽
対
象
者
1
1
市
内
在
住
の
在
宅
の
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳

(
1
.
2
級）

を
お
持
ち
の
方
※
新
規
は
市
役
所
2

階
障
害
福
祉
課
で
登
録
が
必
要

▽
費
用
1
1
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ

ー
の
交
通

費
等
は
実
費

マ
甲
込
み

11
住
所
、
氏
名
、
日
時
、

待
ち
合
わ
せ
場
所
、
内
容
を
記
入
し
、

日
野
市
社
会
幅
祉
協
議
会
(
〒

191_

0
0
1
1
日
野
本
町
7
の
5
の
2
3
6

g
5
8
4
.
5
5
3
3
)
へ

■シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合
住
宅
）

管
理
人

▽
募
集
住
宅
11
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
あ
さ

ひ
が
お
か
（
旭
が
丘
6
の
8
の

11)

▽
対
象
11持
ち
家
を
持
っ
て
い
な
い
、

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
未
満
の
方

▽
募
集
人
数
1
1
1
人

(
2
人
以
上
の

世
帯
で
住
み
込
み
を
条
件
）

▽
内
容
1
1
入
居
者
の
安
否
確
認
、

＇
哩

＊
ま
ず
、
職
員
の
敦
育
に
努
め
ま
す

新
し
い
病
院
が
き
ち
ん
と
機
能

す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
医
師
や
看
護

婦
な
ど
に
優
秀
な
人
材
を
集
め
る

こ
と
。
こ
れ
ら
の
職
員
を
市
民
の

皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
し

っ
か
り
と
教
育
す
る
こ
と
。
病
室

が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
、
し
か
も

時
的
な
疾
病
及
び
緊
急
時
の
対
応
、

関
係
機
関
と
の
連
絡
、
生
活
相
談
、

住
宅
の
設
躍
機
器
等
の
管
理
ほ
か

▽
手
当
11
月
7
万
7
千
円

▽
し
お
り
の
配
布
・
申
込
み

1
1
5
月

22
日
因
ま
で
の
午
前
8
時
30
分
i

午
後
5
時
に
市
役
所
2
階
高
齢
福
祉

課
で
（
士
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
市
立
総
合
病
院
臨
時
職
員

5
助
産

婦
・
看
護
婦
（
士
）

▽
応
募
資
格
1
1
お
お
む
ね

45歳
ま
で

の
健
康
な
有
資
格
者

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
申
込
み
1
1
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
と

資
格
証
の
写
し
を
市
立
総
合
病
院
（〒

1
9
1
|
0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1
の
1

6581.
2
6
7
7
)
へ
郵
送
か
持
参

●
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

5
浅
川
苑
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

▽
内
容
・
日
時
11
デ
イ
ホ
ー
ム
利
用

者
の
〈
JI
助
（
火
曜
・
水
曜
・
土
曜
日

午
前
9
時

30
分
ー
午
後
3
時）

／
入

■市
長
の
動
き

(
4
月
後
半
）

▽
20
日
1
1
実
践
女
子
学
園
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
式
典
に
出
席
▽

21
日
11
ひ
の
市
民
大
学
開
校
式
（
市

民
会
館
）
に
挨
拶
▽
22
日
1
1
多
摩
川
・

浅
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
浅
川
流
域
）
、

日
野
市
国
際
交
流
協
会
訪
仏
結
団
式

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
、
日
野
の

自
然
を
守
る
会
総
会
（
日
野
市
環
境

緑
化
協
会
会
議
室
）
に
挨
拶
▽

24
日

11
日
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期

総
会
（
中
央
掘
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
挨

拶
▽

25
日
1
1
東
京
都
市
長
会
議
、
＋

―
市
競
輪
事
業
組
合
理
事
会

（
い
ず

れ
も
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

26
日
11

日
野
市
地
域
懇
談
会
（
庁
内
）
に
出

席
、
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
庁
内
）
、
日
野
・
多
摩
・
稲
城
地

区
保
護
司
会
定
期
総
会
（
市
内
）
に
挨

拶
▽

27
日
1
1
東
京
土
地
区
画
整
理
事

業
推
進
連
盟
総
会
（
都
庁
）
に
出
席

翠
勾
日

11
「
家
庭
緑
化
の
日
」
花
苗

の
市
民
配
布
（
日
野
中
央
公
園
）
に

挨
拶

告

効
率
よ
く
治
療
効
果
が
上
が
る
こ

と
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
成
し
遂

げ
ら
れ
て
初
め
て
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
選
ば
れ
る
病
院
に
な
る
と
言

え
ま
す
。

私
た
ち
職
員
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
医
師
会
の

方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
も
不
可

欠
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
病
院
の
こ

と
に
つ
い
て
ご
意
見
や
ご
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
市
立
総
合
病
院
）

浴
利
用
者
の
衣
服
の
脱
着
（
平
日
午

前
9
時

30
分
i
正
午
、
午
後
1
時
i

3
時

30
分
※
火
曜
日
を
除
く
）
／
利

用
者
の
食
事
介
助
（
金
曜
日
午
前

11

時

45
分
ー
午
後
1
時
）
／
リ
ハ
ビ
リ

で
の
利
用
者
の
〈
JI
助
（
月
曜
・
木
曜

日
午
前

10
時
！
正
午
）

▽
募
集
人
数
1
1
い
ず
れ
も
若
干
人

▽
問
合
せ
先
11
浅
川
苑
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

(
6
5
9
3
.
1
1
6
5
※
土
曜

・
日
曜
日
を
除
く
）

一 支えあい助けあうまち 8野のまち ◎ 
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■
「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
」
購
入

希
望
者
に
補
助
金

▽
補
助
金
額
11
消
費
税
を
含
ま
な
い

購
入
価
格
の

2
分
の

1
で、

2
万
5

千
円
を
上
限
と
し
ま
す
（
市
内
在
住

の
方
で

1
世
帯
に

1
基
の
み
）

▽
申
込
み

1
1
5
月
31
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
「
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
」
購
入
費
補
助
希
望
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

日
野
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課
(
〒

1
9
1
1
0
0
2
2
新

井

210
の
2
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)

へ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選

者
へ
は
詳
細
を
郵
送
で
通
知
。
過
去

に
補
助
金
を
受
け
た
世
帯
は
不
可

■ご
み
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
・
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
や

資
源
物
の
分
別
方
法
、
減
量
対
策
、

夏
場
の
に
お
い
対
策
な
ど
に
つ
い
て

ア
イ
デ
ア
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
今
後
、
広
報
や
ご
み
情
報
誌

ェ
コ
ー
な
ど
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
あ
て
先
11
日
野
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
(
〒

1911

0
0
2
2
新
井

210
の
2
6
5
8
1
.
o

4
4
4
)
 

■市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替

で
平
成
13
年
度
の
固
定
資
産
税
．
都

市
計
画
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
に
、
「
口
座
振
替
依
頼
書
（
自

動
払
込
利
用
申
込
書
）
」
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
郵
送
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
納
税
課

■公
園
や
広
場
の
利
用
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て

マ
犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
を

公
園
、
緑
地
、
地
区
広
場
、
児
童

遊
園
や
こ
ど
も
広
場
な
ど
で
し
ば
し

ば
犬
の
ふ
ん
を
見
か
け
ま
す
。
中
に

は
、
砂
場
に
放
置
さ
れ
て
い
る
悪
質

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
利
用
者
ば
か
り

で
な
く
、
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
地
域
の
方
々
も
大
変
な
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

利
用
者
が
お
互
い
に
気
持
ち
良
く

利
用
す
る
た
め
に
も
、
飼
い
主
の
皆

さ
ん
の
マ
ナ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

公
園
な
ど
で
犬
を
散
歩
さ
せ
る
際
に

は
、
必
ず
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

マ
犬
に
引
き
綱
を

「
公
園
や
広
場
な
ど
で
犬
が
放
さ

れ
て
い
て
、
安
心
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
利
用
者
か
ら
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
す
。
公
園
な
ど
を

利
用
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
や
、
犬
の
苦
手
な
方
も
い

ま
す
。
犬
を
連
れ
て
公
園
な
ど
を
利

用
さ
れ
る
際
は
、
他
の
利
用
者
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必
ず
引
き
綱

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
緑
と清
流
課
•
生
活
課
・
児
童
福

祉
課
）■個

別
予
防
接
種

s＝
一
種
混
合
・
麻

し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん
・
日
本

脳
炎

▼
三
種
混
合

▽
対
象
11
第
1
期
初
回
接
種
…
生
後

3
カ
月
i
7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種

当
日
）
で
、
切
回
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
お
子
さ
ん
／
第
1
期
追
加
接

種
…
初
回
接
種
終
了
か
ら

1
年
以
上

経
過
し
、

7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種

当
日
）
で
追
加
接
種
を
受
け
て
い
な

い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
11
第
1
期
初
回
接
種
…

3
週
ー

8
週
の
間
隔
で

3
回
接
種
／

第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了

後
1
年
i
1
年
6
カ
月
の
間
に

1
回

接
種

了
麻
し
ん
（
は
し
か
）
、
風
し
ん

▽
対
象
1
1
1
歳
i
7
歳
6
カ
月
未
満

（接
種
当
日
）
の
お
子
さ
ん

て
日
本
脳
炎

七
生
公
会
堂

▽
対
象1
1
第
1

期
初
回
接
種
：•3
歳

i

7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）

で
、
初
回
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い

お
子
さ
ん
／
第
1
期
追
加
接
種
…
初

回
接
種
終
了
後
約
1
年
経
過
し
、
追

加
接
種
を
受
け
て
い
な
い

7
歳
6
カ

月
未
満
（
接
種
当
日
）
の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
11
第
1
期
初
回
接
種
：
・

1
週
i
4
週
の
間
隔
で

2
回
接
種
／

第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
か
ら

約
1
年
経
過
後
に

1
回
接
種

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
実
施
期
間

11

1
年
中

▽
会
場
・
受
付
時
問
11
問
い
合
わ
せ
を

▽
注
意

11
①
冊
子
「
予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
」
（
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
課
、
七
生
支
所
、
市
役

所
1
階
市
民
相
談
窓
口
で
配
布
）
を

お
読
み
に
な
り
、
予
防
接
種
や
副
反

応
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
ご
来

院
く
だ
さ
い
②
母
子
健
康
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
③
予
診
票
は
各
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
④
検
温
は
各
医
療

機
関
で
実
施
し
ま
す
⑤
体
調
の
悪
い

時
は
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
、

■生
活
習
慣
病
健
診
・
大
腸
が
ん
検

診

5
土
曜
・
日
曜
日
も
実
施

▽
日
時
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り

▽
対
象
11
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
機
会
の
な
い

35
歳
i
6
4
歳

(
4

月
1
日
現
在
）
の
方
※
来
年
3
月
末

日
ま
で
に

65
歳
に
な
る
方
は
高
齢
者

誕
生
月
健
診
の
受
診
を

▽
健
診
内
容
11
基
本
健
康
診
査
（
血

゜
-／ 

29日（金） ゥ 工

30日（土） ォ ヵ
7月 1日（日） ク

7月2日（月）

キ
準備のため
実施せず ケ

3日（火） コ サ
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

4日（水） シ ス

5日（木） セ ソ

6日（金） 夕 チ

7日（土） ッ フー

8日（日） 卜 ナ

9日（月） ヌ

液
検
査
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
心

電
図
検
査
、
視
診
・
聴
打
診
な
ど
）
、

結
核
健
康
診
断
（
胸
部
X
線
撮
影
）
、

大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）
※
必

要
な
方
に
保
健
・
栄
養
指
導
を
実
施

▽
申
込
み

1
1
5
月
22
日
因
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
普
通
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

通
）
で
。
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

性
別
、
生
年
月
日
と
年
齢
（
今
年
4

月
1
日
現
在
）
、
電
話
番
号
、
受
診

希
望
記
号
（
第
3
希
望
ま
で
。
希
望

が
な
い
場
合
は
「
希
望
な
し
」
）
を
記

入
し
、
日
野
市
役
所
健
康
課
生
活
習

慣
病
健
診
・
大
腸
が
ん
検
診
係
（
〒

1
9
1
_
0
0
1
1
日
野
本
町
1
の
6
の

2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
6
5
8
1
.

4
1
1
1
)

へ

▽
注
意
事
項
11
①
電
話
で
の
申
し
込

み
、
時
刻
の
指
定
は
不
可
②
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
③
該
当
者
に
は

6

月
中
旬
に
案
内
を
郵
送

※
午
前
の
部
が
湿
雑
し
ま
す
。
日
程

後
半
の
午
後
の
部
を
希
望
さ
れ
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い

■結
核
健
康
診
断

▽
日
時1
1
6

月
4

日
⑧
•
5

日
肉

午
前
10
時
i
午
後
3
時

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
胸
部
X
線
間
接
撮
影

▽
対
象
11
理
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
、
保
育
業
、
し
ん
灸
師
等
、
飲

食
店
従
業
員
等

▽
申
込
み
先
11
南
多
摩
保
健
所

(
6

0
4
2
.
3
7
1
.
7
6
6
1
)
 

■成
人
歯
科
予
防
敦
室

歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
・
指
導
、

※ア～ヌはグループ記号

園
科
衛
生
士
に
よ
る
口
の
中
の
手
入

れ
等
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
6
月
26
日
因
午
後
1
時

20
分
i
3
時
（
予
約
制
。
検
診
時
間

は
40
分
程
度
、
時
間
は
個
別
に
連
絡
）

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
総
義
歯
で
な
い

40
歳
以
上

の
方

▽
定
員
1140
人

▽
申
込
み

1
1
5
月
31
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
健
康
課

歯
科
予
防
教
室
係
(
〒

1
9
1
|
0
0
1

1
日
野
本
町
1
の
6
の
2
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
内

(
6
5
8
1
.
4
1
1

1
)
へ

■ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
、

肥
満
が
気
に
な
る
方
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
男
性
も
歓
迎
で
す
。

▽
日
時

1
1
6
月

5
日
因
午
前
10
時

i
正
午

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
栄
養
士
の
話
と
実
習
・
試

食
（
ヒ
レ
肉
の
ゴ
マ
つ
け
焼
き
他
）

▽
持
ち
物
11
工
。
フ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

お
て
ふ
き
、

筆
記
用
具

▽
定
貴
1124
人
（
先
着
順
。
す
で
に

受
講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
を
）

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

l
l
1
)
 

■離
乳
食
教
室

▽
日
時
1
1
6
月
7
日
困
午
前

10時
i

11
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め

r

1
歳
に

1
な
り
ま
し
だ

森
田
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

（
も
り
た
・

ひ
か
り
。
平
成
12
年
5
月
1
日
午

後
4
時
18
分
生
ま
れ
。
父
・
真
好

さ
ん
。
母
・
光
世
さ
ん
。
新
井
在
住
）

マ
マ
と
同
じ
誕
生
日
の
ひ
か
り

ち
ゃ
ん
。
マ
マ
は

一
番
大
事
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
授
か
り
ま
し
た
。
パ

パ
は
、
女
の
子
だ
け
ど
昔
の

C
M

方
の
話
・
試
食
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

▽
対
象
11
生
後
4
i
5
カ
月
児
（
お

お
む
ね
平
成
13
年
1
月
生
ま
れ
）
と

保
護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
-

■介
護
家
族
健
康
教
室

家
族
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
、
腰

痛
体
操
や
情
報
交
換
を
し
た
り
し
て

気
分
転
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時

1
1
6
月
13
日
因
午
前

10
時

i
正
午

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

▽
定
貝
1130
人

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■ご
希
望
の
会
場
へ
出
前
し
ま
す

S

市
民
健
康
教
室

・

▽
日
程
11
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
会
場
11
市
内
ど
こ
で
も
結
構
で
す

▽
内
容

11
①
日
野
市
医
師
会
の
医

師
・
健
康
課
の
保
健
婦
・
栄
養
士
・

園
科
衛
生
士
の
講
話
②
保
健
婦
に
よ

る
健
康
相
談
な
ど

▽
対
象

1140
歳
以
上
の
市
民
を
主

た
る
構
成
員
と
す
る

15
人
以
上
の
グ

フ

レ
ー

｝
 

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■脳
ド
ッ
ク

▽
検
査
日

11
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

▽
定
員
11
各
2
人
（
予
約
制
）

▽
費
用

1
1
4
万
5
千
円
（
消
費
税
別
）

▽
会
場
・
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病

院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
月
曜
i
金
曜

日
午
前
8
時
30
分
i
午
後
4
時）

み
た
い
に
「
わ
ん
ば
く
で
も
い
い
、

た
く
ま
し
く
育
っ
て
欲
し
い
」
と

願
っ
て
い
ま
す
。
元
気
な
女
の
子

に
な
っ
て
ね
。

5月後期休日診療医

診療時間 9:00~12:0013:00~17:00 

旭が丘耳鼻咽喉科（耳科） ―-橋本クリニック（外墨・皮・内・還胃科）
旭が丘1-7-3グローリー旭が丘1階 東豊田4-23-10:0586-7725 

辺八木医院（内・児科） 工藤医院（整・内科）
多摩平3-3-l 3 ft585-037 l 南平3-22-l 5 ft592-3333 

＾ ！ 

休日準夜診療所
診療日時土曜日日曜日、祝日

l 9 : 30~22 : 30 

診療科目 内科・小児科

湯．＇，ぃ
,’、

救急病院 5月後期宿日直予定表
日 15116117118119

（火） （水） （木） （金） （土）

外内小泌 gg
児

整
． 尿 整 愧

形器形整
外 外形

科科科且科

至立川駅

科

内

科

外

科
内

科

内

科

内
・
外
科

休日歯科応急診療所

I 
日曜日、祝日

診療日時 9:00~12:00、13:00~17:00
（受け付けは 16:00まで）

科 科

高幡308-l

名 •11594-21 l l 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン
センター（日野消防署四581-0119)へ問い合わせを

21 I 22 I 23 I 24 I 25 I 26 I。べ、終i28 I 29 I 30 I 31 
（月） （火） （水） （木） （金） （土） 5月~j （月） （火） （水） （木）

内外内小眼面祠蘊ー］内脳内整
1日 =ヽゞゞギ，
JL, 外小 ，•式 神
整児，．，’’
形 ふ骨、経

・ 疇雙
外 外ー外 外
科 科 科 科 1,0̀』 3 科 科科

外

科
内

科

外

科
内

科

内

科

内

科

科

形

外

科

外

科
内

科

外

科

内

科

R 健康で いきいきとしたまちに一一



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 趨 第 1015号 5/15 

広
告
に
さ
そ
わ
れ
て

エ
ス
テ
に
行
っ
た
が
…
。

、
ぃ
，
｀

た

そ
う
し
ん

「
3
カ
月
痩
身
コ
ー
ス
が
特
別
料
金

10
万
円
」
と
書
い
て
あ
り
、
「
入
会
金
、

化
粧
品
購
入
な
ど
一
切
あ
り
ま
せ
ん
」

と
表
示
し
て
い
た
の
に
、
実
際
は
化
粧

品
を
含
む
16
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

エ
ス
テ
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
11年
10

月
か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。
解
約
料
に
つ
い
て
も
上

限
が
定
め
ら
れ
消
費
者
保
護
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
さ
ら
に
広
告
が

虚
偽
で
あ
っ
た
と
主
張
。
解
約
料
も
払

い
た
く
な
い
と
い
う
書
面
を
出
し
、
施

術
済
み
の
サ
ー
ビ
ス
代
金
と
使
用
し
た

化
粧
品
代
の
支
払
い
の
み
で
解
決
し
ま

し
た
。

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
12
年
度
、
市
へ
寄
せ
ら
れ
た
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
715
件
。
件
数
は
年
々
増

加
し
、
最
近
で
は
、
特
に
高
齢
者
や
20
歳
代
の
若
い
方
の
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。

「
家
族
や
友
人
が
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
と
、
身
近
な
人
に
も
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

悪
質
業
者
の
ワ
ナ
は
さ
ま
ざ
ま
で
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
口
を
知
っ
て
絶
対
に
被
害
に
遭
わ
な

"
a
-己

n仝
"i

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
ら
…
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
サ
イ
ト
を

見
て
い
た
ら
海
外
に
電
話
し
た
こ
と
に

な
り
法
外
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

電
話
会
社
の
回
線
を
使
っ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
ダ
イ
ヤ

ル
Q
2
や
国
際
電
話
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
を
書
き
変
え
て
し
ま
う
ソ
フ
ト
を

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
し
ま

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
た
び
に

ダ
イ
ヤ
ル

Q
2
や
国
際
電
話
に
ア
ク
セ

ス
し
て
し
ま
う
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。

防
止
策
と
し
て

①
電
話
会
社
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル

Q
2
や
国
際

電
話
に
接
続
し
な
い
よ
う
な
手
続
き
を

と
る

②
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
チ
ェ

ッ
ク

③
ダ
イ
ヤ
ル

Q
2
や
国
際
電
話
の
検
知

ソ
フ
ト
を
利
用

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

／ 
新蘭
とってくれない？

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
を
む
や
み
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
や
め
ま
し
ょ

ぅ（
憲
質
繭
法
ケ
ー
ス

そ
の
3
)

新
聞
の
勧
誘
員
に
強
引
に

雀

契
約
を
結
ば
さ
れ
た

+冑

夜
「
配
達
で
す
」
と
言
わ
れ
ド
ア
を

あ
け
た
ら
新
聞
の
勧
誘
員
が
入
り
込
ん

で
し
ま
っ
た
。
私
だ
け
し
か
い
な
い
の

で
怖
く
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

新
聞
の
購
読
契
約
は
各
家
庭
に
勧
誘

員
が
訪
れ
て
そ
の
場
で
契
約
を
結
ぶ
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
勧
誘
員
は
そ
の
契
約

数
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
し
つ
こ
く

契
約
を
迫
る
勧
話
員
が
い
る
よ
う
で
す
。

契
約
の

8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
早
め
に
ご
相
談
を
。

S
の
前
に

．
 

Q
.
 

〔
悪
質
璽
ヶ
・
ス

そ
の
↓

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
い
か
と
電

話
が
あ
り
出
向
い
た
ら
…
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
く
加
盟
店
契
約

を
勧
め
ら
れ
た
。
「
仕
事
は
あ
る
」
「
月

に
50
万
円
は
収
入
が
あ
る
」
と
説
明
さ

れ
、
サ
イ
ン
を
し
た
が
、
口
約
束
だ
け

で
不
安
に
な
り
、

5
日
後
に
契
約
解
除

通
知
を
出
し
た
。
す
る
と
後
か
ら
73
万

円
の
請
求
を
受
け
た
。

「
こ
れ
を
買
え
ば
仕
事
が
で
き
る
」
と

言
わ
れ
、
購
入
し
た
が
実
際
は
仕
事
の

紹
介
が
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

6
月
か
ら
こ
の
よ
う
な
内
職
・
モ
ニ

タ
ー
商
法
に

20
日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

業
者
が
嘘
の
説
明
を
し
た
場
合
は
、

営
業
停
止
の
措
置
を
と
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
契
約
の
際
は
、
ロ

約
束
で
は
な
く
書
面
で
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ク
0
砂
ジ
ク
。
蓄
言
呻
幽
認

'
⑩
棚
醒
を

；
ー

ク
ー
リ
ン
グ
上
オ
フ
と
は
？

巧
み
な
勧
誘
で
不
必
要
な
も
の
を
契

約
・
購
入
し
た
と
き
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
て
か
ら

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば

ハ
ガ
キ
で
契
約
解
除
で
き
ま
す
。
こ
の

制
度
を
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
い
、

一
定
の
取
引
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
自
分
で
店
に
行
っ
て
買
っ

た
り
、
見
積
り
を
取
っ
て
の
契
約
、
事

業
者
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
ち
ら
の
都
合
で
何
で
も
契

約
を
や
め
ら
れ
る
制
度
と
誤
解
し
て
い

る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
分
か
ら
な
い

と
き
は
、
す
ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
＿

8
日
間
：
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

語
学
教
室
・
塾
・
家
庭
教
師
、
エ
ス
テ

（
条
件
あ
り
）
、
宅
地
建
物
取
引
、
ゴ
ル

フ
会
員
権
、
割
賦
販
売
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
、
保
険
契
約
／
14
日
間
…
現
物
ま

甲州街道 至立JII

南農協

-云 581-3556
日野市消費生活相談室

●相談受付

●所在地

月曜日～金曜日

l O: 00,....,_, l 2: 00 

l 3: 00----l 5: 00 

日野本町1-6-2

生活・保健センター内

こ
の
法
律
は
、
事
業
者
の
勧
誘
内
容

に
問
題
が
あ
っ
て
、
困
惑
し
た
り
、
勘

違
い
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
気
付
い

た
と
き
な
ど
、
次
の
様
な
場
合
に

6
カ

月
間
は
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。

4
月
か
ら
消
費
者
契
約
法
が
施
行

▽はがきの書き方の例

0
年

0
月
0
日

〒

19
|
8
6
8
6

住
所
日
野
市
神
哨
ー
の
12
の
1

氏
名
日
野
太
郎

0
年
0
月
0
日
、
貴
社
と

0
0の
購
入

契
約
を
し
ま
し
た
が
、
解
除
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
商
品
は
早
急
に
お
引
き
取
り
い

た
だ
き
、
支
払
っ
た

‘
o
o
a::を
至
急
返

金
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
顆
い
し
ま
す
。

l契約書面を受け取った日を含めて8日以胄（例外もあり
ます）に、 1111で遍耀し饗す。

2 l＼ガキに書いて両面をコピーします。コビーは纏えと
して這1こ曇冒してください。

3ハガキは郵便局で麗量配・か●一冒量いで送ります。

4支払ったお金は、全額返金されます。

クーリング・オフができる商法・期間など、
詳しくは消費生活相談室にこ相談ください

◇消費生活相談員から◇
................................................................................................................... 

日本人は契約という意識が薄いと言われています。

スーパーでの買い物も立派な売買契約です。つまり、

日常で私たちは、契約という行為を行っています。

悪質商法も、巧妙な手口を使ってきます。承諾する

前にもう一度よく考えて欲しいですね。またおかし

いと思ったら早めにご相談ください。

（消費生活相談員 砂川さん）

が
い
商
法
、
海
外
先
物
取
引
／
20
日
間

…
マ
ル
チ
商
法
、
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商

法
※

6
月
1
日
か
ら

ヽ

①
頂
要
事
項
に

つ
い
て
、

事
業
者
が
ウ

ソ
を
つ
く

②
消
費
者
に
不
利
益
な
こ
と
を
わ
ざ
と

言
わ
な
い

③
不
確
実
な
こ
と
を
、
断
定
的
に
言
う

④
自
宅
に
事
業
者
が
居
座
り
帰
っ
て
欲

し
い
と
意
思
表
示
し
た
の
に
帰
ら
な
い

⑤
販
売
会
社
か
ら
帰
り
た
い
と
意
思
表

示
を
し
た
の
に
帰
ら
せ
て
く
れ
な
い

ま
た
、
消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害

す
る
契
約
条
項
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
消
費
者
の

権
利
は
前
進
し
ま
し
た
が
、
他
方
で
は

消
費
者
の
自
己
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
、
契
約

内
容
を
確
か
め
、
よ
く
理
解
し
て
契
約

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

― ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜
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平成12年度各会計別予算執行状況

% Iii園
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（平成13年3月31日現在）

層璽 ％ 

l O 20 30 40 50 60 70 80 90 l 00 

〈〉内は
執行率

一般会計
(486億7,429万円）

国民健康保険 「詞

(89億2,669万円） 80億7,366万円〈90.4%〉

土地区画整理事業 り

(33億1,397万円） |26億8,518

特I
下水道事業 尼

(57億5,236万円）
加

別I
受託水道事業 パ

会I
(20億4,888万円） い

老人保健
(98億7,527万円）

計

1〉I:;.; 介 護 保 険

(42億3.412万円）
t3 

市立総合病院事業
(77億6,723万円）

〈〉内は
収入率

平
成
12
年
度
下
半
期
（
平
成
12
年
10

月
i
平
成
13
年
3
月
）
の

一
般
会
計
予

算
は
、

22
億

2
千
517
万
円
の
増
額
補
正

を
し
て
、

486
億

7
千

429
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
伸
び
に

よ
り
市
税
が

1
億

88
万
円
の
増
、
市
債

が
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
貸
付
金
、
地

域
イ
ン
ト
ラ
整
備
事
業
な
ど
で

7
億

5

千
10
万
円
増
と
な
っ
た
ほ
か
に
、
地
方

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
寄
付
金
、
繰

越
金
が
大
き
く
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
総
務
費
が
国
の
補
助
に

よ
る
地
域
イ
ン
ト
ラ
整
備
事
業
が

2
億

6
千
705
万
円
、
普
通
退
職
者
（
定
年
退

職
者
を
除
く
）
の
増
に
よ
り
職
員
手
当

（
退
職
金
含
む
）
が

7
億

679
万
円
、
環
境

緑
化
基
金
な
ど
へ
の
積
立
が

7
億

1
千

422
万
円
と
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
民
生

費
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
及
び
老

人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
金
に
よ

り
4
億

7
千
880
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。一

方
、
特
別
会
計
で
は

21
億

893
万
円

の
増
額
補
正
を
し
て
、
合
計

419
億

1
千

851
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
12
年
度
各
会
計
別
予
算

の
執
行
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

市
の
予
算
は
、

4
月
1
日
i
翌
年
3
月

31
日
の
も
の
で
す
が
、
出
納
整
理
期
間

（
注
）
が

2
カ
月
あ
り
ま
す
の
で
、
決
算

額
が
決
ま
る
の
は

5
月
31
日
に
な
り
ま

お
知
ら
せ
し
ま
す

前
年
塞
下
半
醐
の
市
の
財
殴
状
況

気
軽
な
生
涯
学
習
の
場
：

ひ
の
市
民
大
学

す
。平

成
12
年
度
の
決
算
は

11
月
の
広
報

で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

曲
出
納
整
理
期
間
…
会
計
年
度
終
了

後
に
そ
の
年
度
に
属
す
る
現
金
収
支
の

整
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
こ

と
。
4
月
1
日
i
5月
31
日
の

2
カ
月
間

▽
問
合
せ
先
11
財
政
課

マ
体
験
学
習
学
部

「
楽
し
い
パ
ン
づ
く
り
」

▽
日
時
1
1
6
月
13
日
因
午
前
9
時
30
分

i
正
午

▽
会
場
11
東
部
会
館

▽
講
師
11
近
藤
美
津
子
氏
（
ひ
の

21
世

紀
み
ら
い
塾
登
録
講
師
）

▽
定
員
1120
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

▽
費
用
11500
円
（
材
料
費
。
当
日
徴
収
）

※
6
月
7
日
困
ま
で
に
申
し
込
み
を

▼
専
門
教
養
学
部

「
ギ
リ
シ
ャ
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
」

▽
日
程
・
内
容
11
①
6
月
23
日
山
…
ギ

リ
シ
ャ
旅
行
案
内
②
6
月
30
日
出
…
ギ

リ
シ
ャ
神
話
入
門
③
7
月
21
日
山
…
英

雄
物
語

▽
時
間
11
午
後
2
時
i
3
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
高
野
道
行
氏
（
日
本
エ
ー
ゲ
海

学
会
会
員
）

▽
定
員
1140
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

※
6
月

15H
⑥
ま
で
に
申
し
込
み
を

以
上
▽
申
込
み

11
そ
れ
ぞ
れ
の
締
め

切
り
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
希
望
講
座
（
「
パ
ン
」

「
ギ
リ
シ
ャ
」
）
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
生
涯
学

習
課
(
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

▼
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
市
民
大
学
へ

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
企
画
・
運

営
を
考
え
な
が
ら
進
ん
で
い
る
「
ひ
の

市
民
大
学
」
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
講

座
に
な
る
よ
う
、
月
1
回
の
市
民
企
画

運
営
委
員
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課

●公民館まつり日程表

---、．、--． ^̂ ~1 7 • nn I E日97口（口＼ l n • nn~'̂ . 
、
（
・
、

~
9

ー
，

．．
 

1

,
．
 

9
.

，
'
 

，
ー
'
,
.
＼

，
 

福老人

娯楽室
14 : 30~ l 5 : 30語り

祉
15 : 30~ 17 : 00環鶏蘇会

1 0 > 00~ 11 : 00大正琴

13 : 00~ 14 : 00手話ダンス

、

~
l
.
9

,

．．
 
¥
 

1•9999.I 

13-: 00"-f 14 : 30演劇公演

セ． ，
集会室・ 』 』 , ＂I 14 : 00~ 15 : 00フラメンコ
I~ :z:s;: ~ l-14: 00~15_ ン
l ・ 2 

l 4 : 00~ 15 : 00童謡・唱歌

｀ 
' ; 11 5 : 00~ 16 : 00ダンスパーティー，

夕~

福祉講座室

健康相談室

展示（絵画）

展示（デジタル写真）

公民館前

広場

展示（リサイクル、絵画ほか）

滋諏暫う(14:00~16:00)1こどもi¥(12 : 00~ 14 : 00) 

至立川駅 中央公民館
中央福祉センター

至●田駅

く会場への交通〉日野駅より徒歩8分、高幡
方面から日野駅行きバス「日野本町」下車
3分 ※車での来場はこ遠慮を

口
『
環
境
に
や
さ
し
く
』

茫
5

民
館
ま
つ

(6581. 

7 ▽ ▽ン▽時▽そお知容た席 る）レ
5問内夕会 ／ 日し誘つで模‘作--,が公
8合容 l場 27時ていてす擬お品

公

〇せ II ※ II 日 1| ‘合 い ゜店いの 民

-、先別案中（日） 5おわた市な

日、醤

II表 内 央 午月楽せだ民ど
し展誓ごを
い ホ ろ利

中の図公前 26してくの‘食や つ の用
央と参民 10日みお機皆盛べ演竺活し
公お照館時出く出会さり物奏 動゚ て
民り ‘i正だ、掛でんだを会 成い
館 中午午さけもにく取‘ 果 る

央後 iいくあ
福 4午。だり

公さり演 を各
民んそ劇 発サ

祉時後 さま館のろや 表 1
セ 5 りtを内え寄 すク

--"― 
甚幸

模擬店、 リサイクル講習、野菜の即売

◎ ともに手をとり うるおいのあるまちに一一



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 第 1015号 5/15 

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談

▽
日
時
1
1
5
月
15
日
i
1
7
日
午
前
9

時
i
午
後
6
時
▽
相
談
電
話
番
号
11

0
4
2
6
.
4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
わ
か
ば
保
育
園
地
域
福
祉
サ
ー
ビ

ス▼
体
験
育
児
・
外
来
身
体
測
定

▽
日

時
1
1
5
月
18
日
午
前
9
時
30
分
i
l
l

時
※
以
降
毎
月
第
3
金
曜
日
▽
対
象

1
1
0
歳
i
未
就
学
児
マ
外
来
1
、
2

歳
健
康
診
断
▽
日
時
1
1
5
月
15
日
午

前
10
時
i
1
1
時
※
以
降
毎
月
第
3
火

曜
日以

上
▽
会
場
・
申
込
み
先
11
日
野

わ
か
ば
保
育
園

(
6
5
9
3
.
5
5
5
1
)

＊

「
行
政
の
成
果
」
評
価
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議

▽
日
時
1
1
5
月
19
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
▽
会
場
11
市
役
所
5
階

505会
議

室
※
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
会
場
か

ら
変
更
▽
内
容
11
「
日
野
い
い
プ
ラ

ン
実
施
の
成
果
」
評
価
基
準
項
目
を

策
定
※
同
プ
ラ
ン
市
民
行
動
計
画
発

足
準
備
会
の

一
環
▽
問
合
せ
先
11
南

北

(
6
5
8
3
.
7
5
1
9
)

＊
日
野
市
歯
科
医
会
「
ハ
チ
マ
ル
・

ニ
イ
マ
ル
表
彰
者
」
募
集

▽
対
象
11
市
内
在
住
の

80
歳
以
上
で

歯
が

20
本
以
上
あ
り
、

6
月
3
日
に

日
野
市
民
幅
祉
ま
つ
り
会
場
（
日
野

中
央
公
園
）
へ
来
ら
れ
る
方
▽
申
込

み
1
1
5
月
20
日
ま
で
に
日
野
市
歯
科

医
会
会
員
の
歯
科
医
院
へ
▽
問
合
せ

先
11
根
田
歯
科
医
院

(
6
5
8
1
.
0
5

0
5
)
 

*

「
7
カ
国
語
で
話
そ
う
」
説
明
会

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
後
2
時
i
4

時
▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
11
多
言
語
の
自
然
習
得
の

活
動
紹
介
▽
問
合
せ
先
11
横
倉

(
6

5
8
3
.
4
8
1
7
)
 

＊
遺
言
・
相
続
・
高
齢
者
財
産
管
理

の
無
料
相
談
会

▽
日
時
1
1
5
月
27
日
午
後
1
時
i
4

時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
申
込
み
先
11
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
石
川

6
5
8
6
.
2
9
1
6
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

マ
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
▽
日
程
1
1
5
月
27
日
▼
お

茶
フ
ー
ム
ー
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し

む
講
座
▼
は
じ
め
て
社
交
ダ
ン
ス
入

門
▼
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
体
験
▼
パ

ソ
コ
ン
入
門

n
て
男
の
料
理
教
室
▼

現
代
ア
ー
ト
日
曜
日
講
座
▼
坂
東
札

所
巡
り
、
結
願
の
旅
▼
赤
ち
ゃ
ん
ク

ラ
ス
「
あ
ひ
る
ち
ゃ
ん
」
マ
中
高
年
エ

ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
キ
ン
グ
春
5
初
夏
の

旅
▼
中
高
年
初
心
者
水
泳
教
室
▼
新

館
建
設
支
援
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
▼

ス
タ
ッ
フ
募
集
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を以

上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

・
問
合
せ
先
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

▽
日
時
1
1
5
月
21
日
・

28
日、

6
月

●「みんなのメモ帳」の締め切り日
6月15日号… 5月28日
7月 1日号… 6月13日

政治・宗教・営利に関するものは掲載できません。

市主催のものではありませんので、内容の確認は

当事者間で。なお、掲載後に苦情のあったものは、

今後の掲載を見合わせていただきます。

11
日
・

18
日
・

25
日
午
後
7
時
i
8

時
30
分
▽
会
場
11
旭
が
丘
小
▽
内
容

11
碁
礎
ス
テ
ッ
プ
か
ら
▽
費
用
1
1
1

千
円
▽
持
ち
物
11
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

ま
た
は
運
動
靴
▽
問
合
せ
先
11
旭
小

地
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
会
（
小
渕
6

8
6
.
1
5
0
6
)
 

5
 

＊
講
習
会
「
夢
し
ら
べ
」

▽
日
時
1
1
5
月
15
日
午
後
1
時
30
分

i
4
時
▽
会
場
11
東
部
会
館
▽
内
容

11
夢
の
解
釈
な
ど
▽
問
合
せ
先
11
大

柄

(
6
5
9
4
.
2
1
3
8
)

＊
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
（
野
鳥
彫
刻
）

▽
日
時
1
1
5
月
18
日
午
後
2
時
i
4

時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
内
容
II

木
を
削
り
カ
ワ
セ
ミ
を
作
る
▽
定
員

1
1
8
人
（
先
着
順
）
▽
費
用
1
1
1
千

円
（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
11
筆
記
具
、

布
、
エ
プ
ロ
ン
※
持
っ
て
い
る
方
は

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
彫
刻
刀
▽
申
込

み
先
11
ハ
マ
シ
ギ
会
（
小
林
6592.

1
2
4
4
)
 

＊
日
野
生
涯
現
役
を
進
め
る
会
「
生

涯
青
春
の
生
き
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
」

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
後
1
時
30
分

i
4
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
も
っ
と
知
り
た

い
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
▽
講
師

11
高
橋
玲
子
氏
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

l
)
▽
費
用
11500
円（
資
料
代
）
▽
問

合
せ
先
11
井
後

(
6
5
8
2
.
2
1
3
2
)

＊
都
立
八
王
子
東
養
護
学
校
公
開
講

座
「
子
ど
も
と
楽
し
く
遊
べ
る
教
材

作
り
」

▽
日
時
1
1
6
月
2
日
午
後
1
時
30
分

i
5
時
30
分
／
9
日
・

23
日
午
前
9

時
30
分
i
午
後
0
時
30
分
▽
会
場
11

同
校
▽
内
容
11
手
あ
そ
び
・
歌
あ
そ

び
ほ
か
▽
費
用
1
1
1
千
円
（
材
料
費

別
途
）
▽
申
込
み
1
1
5
月
18
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
都
立
八
王
子
東
蓑
護

学
校
(
〒
1
9
2
|
0
0
3
2
八
王
子
市

石
川
町
3
2
4
6
の
1
6
0
4
2
6

.
4
6
.
8
1
2
0
)
へ

＊
社
交
ダ
ン
ス
入
門
講
習
会

▽
日
時
1
1
6
月
2
日
i
8
月
11
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
6
時
V
8
時
＞
会

場
1
1

勤
労

•

青
年
会
館
▽
費
用11
6

千
円
※
中
級
ペ
ア
レ
ッ
ス
ン
募
集
中

▽
問
合
せ
先
11
ワ
ル
ヅ
会
（
吉
村
6

•8314) 3
 

8
 

5
 

＊
都
立
富
士
森
高
校
公
開
講
座
「
創

作
七
宝
」

▽
日
時
1
1
6
月
9
日
i
7
月
7
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
30
分
i
4
時

30
分
▽
会
場
11
同
校
▽
内
容
11
日
本

の
伝
統
工
芸
、
七
宝
の
創
作
▽
対
象

11
都
内
在
住
・

在
勤
者
▽
定
員
1125

人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
▽
費

用
1
1
5
千
500
円
▽
申
込
み
1
1
5
月
25

日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
都
立
富

士
森
高
校
公
開
講
座
係
(
〒

1
9
3
|
0

8
2
4
八
王
子
市
長
房
町

4
2
0
6
0
4

2
6
.
6
1
.
0
4
4
4
)
へ

＊
都
立
南
多
摩
高
校
公
開
文
化
講
座

「
気
功
法
と
健
康
・
美
容
」

▽
日
時
1
1
6
月
23
日
i
7
月
7
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
30
分
i
4
時

30
分
※

7
月
7
日
は
午
後
1
時
i
5

時
▽
会
場
11
同
校
▽
内
容
11
気
功
法

を
通
し
て
西
洋
医
学
と
東
洋
医
学
の

両
面
か
ら
指
導
※
運
動
の
で
き
る
服

装
で
▽
対
象
11
都
内
在
住
・
在
勤
者

▽
定
員
11
各
40
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
▽
費
用
1
1
1
千
円
▽
申
込

み
1
1
6
月
2
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

・

し
、
都
立
南
多
摩
高
校
公
開
文
化
講

座
係
(
〒

1
9
2
|
8
5
6
2
八
王
子
市

明
神
町
4
の
20
の
1
6
0
4
2
6
.

4
2
.
2
4
3
1
)
へ

＊
地
図
で
楽
し
む
小
さ
な
旅

▼
「
今
月
の
地
図
と
旅
」
展
①
地
図

と
写
真
で
見
る
日
本
の
山
▽
日
程
11

5
月
15
日
i
1
9
日
▽
会
場
11
高
幡
図

書
館
②
日
本
と
世
界
の
古
地
図
▽
日

程
1
1
5
月
29
日
i
6
月
2
日
▽
会
場

11
百
草
図
書
館
▼
旅
の
講
座
▽
日
時

1
1
5
月
15
日
午
前
10
時
か
ら
、

22
日

午
後
1
時
30
分
か
ら
、

29
日
午
後
か

ら
▽
会
場
11
百
草
図
書
館

以
上
▽
問
合
せ
先
11
菊
澤

(6591

.
3
3
7
8
)
 

＊
ィ
ギ
リ
ス
の
ハ
イ
・
テ
ィ
ー
を
ご

一
緒
に

▽
日
時
1
1
5
月
20
日
午
後
2
時
i
4

時
▽
会
場
11
高
幡
近
辺
の
地
区
セ
ン

タ
ー
▽
費
用
1
1
1
千
500
円
▽
申
込
み

先
11
花
輪
の
会
（
長
沼
6
5
9
1
.
6
1

4
0夜
間
）

＊
皐
月
5
月
「
東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席
」

▽
日
時
1
1
5
月
27
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
東
部
会
館
▽
出
演
11
束
家

夢
助
師
匠
、
東
家
夢
蔵
ほ
か
▽
問
合

せ
先
11
日
野
古
典
芸
能
を
楽
し
む
会

（
片
山

6
5
8
4
.
9
9
1
6
)

＊
日
野
子
ど
も
劇
場
「
親
子
リ
ズ
ム

あ
そ
び
」

▽
日
時
1
1
5
月
30
日
午
前
10
時
i
正

午
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者
※
動
き

や
す
い
服
装
で
▽
定
員
1150
人
（
先

着
順
）
▽
費
用
11250
円
▽
申
込
み
先

11
日
野
子
ど
も
劇
場

(
6
5
9
1
.
5
1

3
6
)
 

＊
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
「
が
ん

ば
れ
三
宅
島
」

▽
日
時
1
1
6
月
2
日
午
後
6
時
30
分

か
ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
全
席
自
由
席
▽
費
用
1
1
1
千
500
円

（
支
援
寄
付
金
）
▽
問
合
せ
先
11
三
宅

島
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会

(
6
5
8
1
.
1
1
7
1
)
 

＊
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
・
う
な
ぎ
つ
か
み

を
体
験
し
よ
う

▽
日
時
1
1
5
月
20
日
午
前
10
時
i
午

後
0
時
30
分
▽
会
場
11
商
工
会
館
▽

対
象
11
小
学
生
▽
定
員
1130
人
（
先

着
順
）
▽
費
用
11500
円
▽
持
ち
物
II

タ
オ
ル
マ
甲
込
み
先
11
的
日
野
青
年

会
議
所

(
6
5
8
2
.
2
8
8
2
)

＊

「
幡
の
会
」
油
彩
・
水
彩
画
展

▽
日
時
1
1
5
月
15
日
i
2
0
日
午
前
10

時
i
午
後
5
時
※

20
日
は
午
後
4
時

ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先
11
小
柳
津

(6591

.
0
5
4
9
)
 

＊
ハ
ー
モ
ニ
ー
絵
画
展

▽
日
時
1
1
5
月
29
日
i
6
月
3
日
午

前
10
時
i
午
後
5
時
▽
会
場
11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

II

木
藤

(
6
5
8
1
.
4
4
2
5
)

＊
青
い
鳥
（
女
声
合
唱
団
）
演
奏
会

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
府
中
の
森
芸
術
劇
場
▽
問

合
せ
先
11
横
山

(
6
5
8
6
.
3
1
3
7
)

＊
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
・
コ
ン

サ
ー
ト
（
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
）

▽
日
時
1
1
6
月
1
日
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11
府
中
の
森
芸
術
劇
場
▽
対

象
11
小
学
生
以
上
▽
費
用
11
前
売
券

3
千
500
円
、
当
日
券
4
千
円
※
全
席

自
由
席
▽
問
合
せ
先
11
多
摩
友
の
会

（
高
野

6
5
9
2
.
0
2
7
2
)

＊
日
野
市
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
連
盟

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
講
習
会
▽
日

時
1
1
5
月
20
日
午
前
9
時
i
午
後
4

時
30
分
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
＞
費

用
11500
円
※
当
日
徴
収
▽
持
ち
物
II

ホ
イ
ッ
ス
ル
、
昼
食
●
春
季
一
般
男

女
6
人
制
大
会
▽
日
時
11
5
月
27
日

午
前
9
時
か
ら
▽
会
場
11
南
平
体
育

館
▽
費
用
1
1
6
千
円
（
登
録
料
3
千

円
を
含
む
）
※

5
月
23
日
午
後
6
時
30

分
か
ら
南
平
体
育
館
で
抽
選
会
あ
り

以
上
▽
申
込
み
先
11
山
口

(6591

.
2
8
9
4
)
 

＊
日
野
市
柔
道
連
盟
柔
道
教
室

▽
日
時
1
1
5
月
20
日
i
7
月
15
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
i
正
午
※

5

月
27
日、

6
月
24
日
を
除
く
▽
会
場
11

南
平
体
育
館
▽
対
象
11
小
学
生
以
上

▽
費
用

1
1
2
千
円
（
保
険
料
含
む
）

・
▽
申
込
み
先
11
生
沼

(
6
5
8
5
.
1
4

2
2
)
 

＊
日
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
連
盟
春

の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
後
5
時
i
8

時
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
費
用
11

前
売
券
l
千
円
、
当
日
券
1
千

200
円

▽
申
込
み
先
11
阪
田

(
6
5
8
3
.
9
9

8
8
)
 

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時
1
1
6
月
7
日、

7
月
5
日
午

前
9
時
i
午
後
3
時
▽
会
場
11
旭
が

丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用

11300
円
（
コ
ー
ト
代
、
保
険
料
）
マ
甲

込
み
先
11
花
岡

(
6
5
8
4
.
1
1
2
6

夜
間
）

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生
練
習
会

▽
日
時
1
1
6
月
10
日
午
後
1
時
ー

5

時
▽
会
場
11
三
沢
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

※
直
接
会
場
へ
▽
問
合
せ
先
11
大
西

(
6
5
8
6
.
2
3
9
5
夜
間
）

r

＊
日
野
市
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ

ル
ス
大
会

▽
日
時
1
1
6
月
17
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
種
目
1
1
1

i
3
部
▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤

在
学
者
▽
費
用
1
1
1
千
500
円
（
連

盟
会
員
1
千
円
）
マ
甲
込
み
1
1
6
月

9
日
（
必
着
）
ま
で
に
所
定
の
申
込

書
（
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
を
大
西

喜
美
子
(
〒
1
9
1
|
0
0
5
2
東
豊
田

1
の
55
の
1
2
6
5
8
3
.
8
3
6
9
)
へ

＊
程
久
保
川
ク
リ
ー
ン
デ
ー

▽
日
時
1
1
5
月
27
日
午
前
9
時
45
分

i
1
1
時
※
雨
天
中
止
▽
集
合
11
中
程

久
保
橋
、
七
生
支
所
前
、
八
小
橋
、
玉

川
橋
▽
持
ち
物
11
軍
手
、
長
靴
、
タ
オ

ル
▽
問
合
せ
先
11
程
久
保
川
を
考
え

る
会
（
籐
村

6
5
9
3
i
1
6
3
)

＊
日
野
市
民
擢
祉
ま
つ
リ
ハ
ザ
ー
に

物
品
提
供
を

▽
日
程
1
1
6
月
3
日
※
バ
ザ
ー
用
品

（
陶
器
、
日
用
雑
貨
等
）
の
提
供
を
。

取
り
に
伺
い
ま
す
▽
問
合
せ
先
11
日

野
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
（
青
い
鳥

作
業
所
6
5
8
4
.
1
8
3
7
)

＊
栄
光
保
育
園
バ
ザ
ー
「
わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
前
10
時
i
午

後
1
時
▽
内
容
11
模
擬
店
ぽ
か
▽
会

場
・
問
合
せ
先
11同
園
（
大
山

6593.

1
5
3
8
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
前
10
時
i
午

後
4
時
※
雨
天
の
場
合
は
27
日
▽
会

場
11
日
野
中
央
公
園
▽
費
用
1
1
1
千

800円
※
賛
同
支
援
金
あ
り
▽
問
合
せ

先
11
あ
い
あ
む
2
号
店

(
6
0
7
0
.
6

6
5
7
.
2
9
5
2
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

①
日
時
1
1
6
月
10
日、

7
月
8
日
午

前
9
時
i
午
後
3
時
▽
会
場
11
高
幡

不
動
尊
境
内
▽
費
用
1
1
2
千
円
②
日

時
1
1
6
月
17
日
午
前
9
時
i
午
後
3

時
▽
会
場
11
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公

園
▽
費
用
1
1
1
千
500
円

以
上
▽
問
合
せ
先
11
リ
サ
イ
ク
ル

運
動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)

{
―
ニ
―
―
-
＿-｛＝-―

＊
夏
の
よ
さ
こ
い
ま
つ
り
で
踊
っ
て

み
ま
せ
ん
か

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
30
分
か
ら

臨
工
会
館
、
木
曜
日
午
前
10
時
か
ら

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
対

象
11
小
学
生
以
上
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
11
ひ
の
よ
さ
こ

い
愛
好
会
（
藤
林
6
5
8
1
.
7
0
6
6
)

＊
新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
i
正
午
に

豊
田
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
内
容

11
リ
ズ
ム
体
操
、
読
み
聞
か
せ
ほ
か

▽
対
象
1
1
1
歳
児
以
上
の
親
子
▽
費

用
11
入
会
金

400
円
、
月
1
千

200
円

▽
問
合
せ
先
11
堀
内

(
6
5
8
4
.
6
3

0
5
午
後
6
時
i
9
時）

＊
女
声
合
唱
団
「
菜
の
花
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
i
4
時
に

一
幼
な
ど
で
※
体
験
・
見
学
歓
迎
▽

費
用
11
月
4
千
円
▽
問
合
せ
先
11
伊

丹

(
6
5
8
2
.
0
0
3
2
)

＊
ク
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
ま
せ
ん
か

マ
多
摩
平
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好

会
▽
毎
週
水
曜
・
金
曜
日
、
第
1
.

第
3
士
曜
日
午
前
9
時
30
分
ー
11
時

30
分
に
多
摩
平
第
1
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
▼
程
久
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
同
好
会
▽
毎
週
火
曜
日
、
不
定

の
土
曜
日
午
後
1
時
i
3
時
に

3
中

横
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

以
上
▽
問
合
せ
先
11
真
崎

(6593

.
4
5
3
6
)
 

＊
菊
作
り
「
菊
友
会
」

▽
入
会
者
に
苗
木
を
提
供
し
、
菊
作

り
指
導
※
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
11
年

1
千
500
円
▽
問
合
せ
先
11
大
塚

(
6

5
9
1
.
o
l
1
3
)
 

＊
コ
ー
ラ
ス
「
銀
の
ふ
え
」

▽
月
3
回
水
曜
日
午
前
10
時
i
正
午

に
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
で
※
見
学

歓
迎
▽
問
合
せ
先
11
木
村

(6583.

6
2
4
6
)
 

― ともに手をとり夢のあるまちに ◎
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■体
験
学
習
会

「
さ
わ
っ
て
た
め
そ
う
縄
文
土
器
」

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
現
在
、
企

画
コ
ー
ナ
ー
展
「
考
古
資
料
展
特

集
・
七
ツ
塚
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
縄
文
土
器
に
触
れ
、

模
様
付
け
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

ご
縄
文
土
器
に
触
ろ
う

縄
文
土
器
の
実
物
な
ど
に
触
れ
、

そ
の
感
触
や
大
き
さ
、
重
さ
な
ど
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
土
器
に
模
様
を
付
け
よ
う

縄
文
土
器
の
模
様
は
ど
の
よ
う
に

し
て
付
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
様
々

な
遥
具
を
使
っ
て
模
様
付
け
を
体
験

し
ま
す
。
な
お
、
模
様
を
付
け
た
粘

士
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
5
月
19
日
・

20
日
・

26
日

•
2
7日午
前
1
0時
i
1
1時
、
午
後3

時
i
4
時

▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
博
物
館

▽
費
用
11100
円
、
小
・
中
・
高
校
生

50
円

(
5
月
26
日
は
小
・
中
・
高
校

生
無
料
）
※
申
し
込
み
不
要
、
直
接

会
場
へ

。
参
加
多
数
の
場
合
は
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
汚

れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加
を

▽
問
合
せ
先

11
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)
 

●
ご
覧
く
だ
さ
い
！
ふ
る
さ
と
博
物

館
の
常
設
展
が
一
層
充
実

「
ふ
る
さ
と
日
野
の
川
と
文
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
従
来
の
展
示
に
加

え
、
次
の
内
容
が
加
わ
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
中
世
に
関
す
る
展
示

市
内
の
板
碑
や
「
高
幡
不
動
胎
内

文
書
」
、
鎌
倉
幕
府
の
祈
願
寺
的
性

格
を
持
っ
て
い
た
真
慈
悲
寺
（
現
在

の
百
草
園

一
帯
と
考
え
ら
れ
る
）
な

ど
を
通
し
て
、
中
世
の
日
野
の
姿
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

②
新
選
組
の
展
示

日
野
は
「
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
」
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
土
方
歳
三
が、

新
選
組
局
長
近
藤
勇
と
故
郷
か
ら
新

選
組
を
支
え
続
け
た
日
野
宿
問
屋
兼

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師
11
池
田
弘

一
氏
（
神
田
外
語

大
学
名
誉
教
授
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
定
員
1160
人

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■移
動
公
民
館

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」
講
習
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
、
昔

話
な
ど
を
覚
え
て
語
り
、
そ
の
語
り

●歌舞伎鑑賞入門講座日程表 t>時間＝午後2時～4時

贔l[I :;；；［：伎と：三；：：；~)
時代物と世話物、仮名手本忠臣蔵、

心中天の網島など

歌舞伎の技巧（早がわり、花道の演技）

諸作事（歌舞伎舞踊）

③
そ
の
他

企
画
コ
ー
ナ
ー
展
「
大
昔
・
日
野

に
象
が
い
た
頃
」
で
ご
好
評
い
た
だ

い
た
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の
牙
化
石
と
足

跡
（
レ
プ
リ
カ
）
を
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)
 

■歌
舞
伎
鑑
賞
入
門
講
座

日
本
の
古
典
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎

の
歴
史
、
舞
踊
、
技
巧
、
演
目
、
浄

瑠
璃
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
入

門
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
11
別
表
の
と
お
り

日
野
本
郷
名
主
の
佐
膝
彦
五
郎
に
宛

て
た
手
紙
（
複
製
）
や
、
歳
三
生
家

の
模
型
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

-:
 

[
 

を
聞
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
話
を

楽
し
む
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
本
の
好
き
な
方
、
子
ど

も
た
ち
に
お
話
を
届
け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
6
月
2
日
・

16
日、

7
月

7
日
・

21
日、

8
月
4
日
・

18
日
午

後
2
時
i
午
後
4
時

▽
会
場
11
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
山
田
憲
子
氏
（
日
野
お
は

な
し
の
会
代
表
）

▽
定
員
1120
人

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
回
転
市
場
」

5
着
物
＆
夏
物
フ
ェ
ア

も
の
を
大
切
に
し
、
ご
み
を
出
さ

な
い
暮
ら
し
を
す
す
め
、
循
環
型
社

会
を
め
ざ
し
て
暮
ら
し
の
見
直
し
を

呼
び
掛
け
て
い
る
ひ
の
市
民
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転
市
場
」
。
そ
の

活
動
の

一
環
と
し
て
「
中
古
の
着
物

＆
夏
物
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
ご
来
店
の
際
は
、
買
い
物

袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

来
店
ぱ
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場
1
1
5
月
19
日
…
多
摩

平
店
／
20
日
…
万
願
寺
店

▽
時
間
11
午
前
11
時
i
午
後
2
時

▽
問
合
せ
先

11
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転
市
場
多
摩
平
店
(
6

5
8
7
.
8
7
0
7
)
／
同
万
願
寺
店

(
6

5
8
7
.
1
7
8
1
)
 

■ご
利
用
く
だ
さ
い

5
暮
ら
し
に
役

立
つ
資
料
・
情
報
コ
ー
ナ
ー

商
品
、
保
険
、
環
境
、
食
、
契
約

な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
も
の
か
ら
、

遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

生
活
を
楽
し
く
す
る
も
の
ま
で
、
情

報
が
満
載
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
資
料

・
図
書
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
来

訪
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
日
時
11
月
曜
i
金
曜
日
の
午

前
8
時
30
分
i
午
後

5
時

▽
場
所
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

1

階
生
活
課
前

▽
問
合
せ
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

■多
く
の
生
き
物
と
の
共
生
を
目
指

す
「
環
境
マ
ッ
プ
」
に
情
報
提
供
を

今
月
の
身
近
な
生
き
物
調
査
は
カ

ワ
セ
ミ
で
す

3

カ
ワ
セ
ミ
は
、
市
の
鳥
に
も
な
っ

て
い
る
水
辺
に
暮
ら
す
美
し
い
鳥
で

す
。
背
中
は
光
沢
の
あ
る
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
、
お
腹
は
鮮
や
か
な
オ
レ
ン

ジ
色
で
、
ス
ズ
メ
よ
り
少
し
大
き
な

鳥
で
す
。長
い
く
ち
ば
し
を
持
ち
、
水

辺
の
こ
ず
え
や
杭
な
ど
に
と
ま
り
、

ま
た
、
水
上
で
停
空
飛
行
し
な
が
ら

急
降
下
し
て
小
魚
等
を
採
り
ま
す
。

身
近
で
カ
ワ
セ
ミ
を
見
か
け
た
方

は
日
時
と
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
情
報
提
供
11
電
話
、

F
A
X
(
5

8
3
.
4
4
8
3
)
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で

環
境
保
全
課
(
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
住

所
不
要
）
へ

■第
1
4
回
「
は
く
ち
ょ
う
ま
つ
り
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設
は
く

ち
ょ
う
学
園
で
、
学
園
祭
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
当
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
1
日
午
前
9
時
i
午

後
4
時

▽
会
場
11
同
学
園
（
日
野
台

4
丁
目
）

▽
内
容
11
企
画
の
手
伝
い
、
利
用
者

の
介
助
、
駐
車
場
整
理
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
同
学
園
（
上
野

6584

•8700) 
■市
民
会
館
文
化
事
業
協
会
共
催
事

業
「
彫
刻
造
形
展
ひ
の

2
0
0
1
」

▽
日
時
1
1
5
月
15
日
i
2
0
日
午
前
9

時
i
午
後

6
時

▽
会
場
11
市
民
会
館
展
示
室
・
ロ
ビ

ー
、
前
広
場

▽
内
容
11
彫
刻
造
形
作
家
に
よ
る
石

彫
、
ガ
ラ
ス
彫
、
金
属
彫
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
岡
本

(
6
5
8
6
.
9
7

4
4
)
／
市
民
会
館

(
6
5
8
5
.
2
0

1
1
)
 

■日
野
市
憲
法
記
念
日
行
事
・
講
演

会

5
地
域
の
歴
史
を
活
か
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
」

市
主
催
に
よ
る
憲
法
記
念
日
行
事

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■河
川
の
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

都
市
の
中
に
残
っ
て
い
る
自
然
を
感

じ
て
み
よ
う

多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る
よ
う

に
保
全
復
元
に
取
り
組
ん
だ
向
島
用

水
親
水
路
や
浅
川
・
程
久
保
川
合
流

点
ワ
ン
ド
を
訪
れ
、
最
近
よ
く
聞
く

「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
を
学
び
な
が
ら
、
水

辺
の
植
物
や
生
物
を
観
察
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
6
月
2
日
午
前
9
時
30
分

i
午
後
2
時
※
潤
徳
小
に
集
合
。
雨

天
実
施

▽
定
員
1130
人
※
市
外
の
方
は

500円

▽
申
込
み

1
1
5
月
25
日
（
必
着
）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
。
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
し
、
文

化
放
送
・
造
M
o
r
e
達
人
倶
楽
部

遠
足
の
会
係
(
〒

1
6
0
|
0
0
0
4
新

宿
区
四
谷
2
の
8
第

7
新
菱
ビ
ル
／

回

0
3
.
5
3
7
9
.
2
1
1
7
)
へ

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課

■ホ
タ
ル
見
学
会
と
サ
バ
ン
ナ
の
タ

ベ▽
日
時
1
1
6
月
8
日
午
後
5
時
i
8

時

30
分
※
荒
天
中
止

▽
会
場
11
多
摩
動
物
公
園

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
定
員
11250
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

▽
費
用
11
大
人

700
円
、
小
学
生
以
下

500
円
（
夕
食
代
）

▽
申
込
み

1
1
5
月
28
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で

(
1
家
族
1
通）

。

往
信
用
裏
面
に
「
ホ
タ
ル
見
学
会
と

サ
バ
ン
ナ
の
タ
ベ
」
参
加
、
参
加
者

江
戸
時
代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え

た
日
野
。
自
治
意
識
の
高
か
っ
た
こ

の
地
域
の
歴
史
や
文
化
遺
産
を
明
ら

か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
・
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
5
月
19
日
午
後
1
時
30
分

i
4
時

▽
会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
講
師
11
馬
場
憲
一
氏
（
法
政
大
学

教
授
）

▽
問
合
せ
先
11
市
長
公
室
市
民
相
談

担
当

全
員
の
氏
名
（
子
ど
も
は
学
年
、
大

人
は
続
柄
）
、
住
所
、

電
話
番
号
を

記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
負
会
生
涯

学
習
課
(
〒
1
9
1
|
8
6
8
6
住
所
不

要
）
へ■市

民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
日
時
1
1
6
月
9
日
午
前
9
時
に
高

尾
山
口
駅
改
札
口
前
に
集
合
※
雨
天

中
止

▽
行
き
先
11
南
高
尾
山
稜
（
西
山
峠

i
峰
の
薬
師
i
草
戸
山

i
高
尾
山
口

駅
）
※
一
般
者
向
き
歩
行
約
4
時
間

▽
定
員
1150
人
（
先
着
順）

▽
費
用
11100
円
（
保
険
料
含
む
）
※
交

通
費
実
費

▽
持
ち
物
11弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
軍

手
、
登
山
に
適
し
た
靴

▽
申
込
み

1
1
6
月
4
日
ま
で
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
ヘ

■市
民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募

集
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
・
八
ヶ
岳
高

原
大
成
荘
に
宿
泊
し
て
、
自
然
と
触

れ
合
う
バ
ス
ツ
ア
ー
を
堪
能
し
ま
せ

ん
か
。
上
高
地
散
策
や
蓼
科
方
面
観

光
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

イ
ッ▽

日
程
1
1
6
月

20
日
i
2
2
日
※

20
日

午
前
7
時

30
分
（
時
間
巌
守
）
に
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
集
合
。
22
日
午

後
5
時
ご
ろ
同
所
で
解
散

▽
行
程
（
予
定
）

1
1
1
日
目
：
・
上
高

地
散
策
／
2
日
目
…
蓼
科
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
水
族
館
、
白
駒
池
、
八
千

穂
高
原
自
然
園
／
3
日
目
…
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
、
恵
林
寺
、
位

一
酒
造

▽
対
象
11
市
内
在
住
、
在
勤
の
健
康

な
方
38
人
※
宿
泊
の
部
屋
割
り
は、

男
女
別
の
相
部
屋
と
な
り
ま
す

▽
最
少
催
行
人
数

1130
人

▽
費
用
1
1
2
万
9
千
円
（
宿
泊
代
、

バ
ス
代
、
食
事
7
食
を
含
む
）

▽
申
込
み

1
1
5
月
22
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
、
電
話
番
号
、
性
別
を
、
返
信

用
表
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
向
日
野
市
企
業
公
社
(
〒

191

|
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7

6
5
8
7
.
6
3
2
1
)
へ
※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
5
月
28
日
結
果
を

発
送
予
定

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
6
月
利
用

分
抽
選
会

▽
日
程
1
1
5
月
18
日

▽
区
分
・
時
間
11
①
体
育
館
・
・
・
午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校

庭・・

4
時
④
ナ
イ
タ
ー
…
6
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階

505会
議
室

▽
参
加
資
格
11
学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
し
た
方
※

中
学
生
以
下
は
不
可

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■初
級
者
水
泳
教
室

▽
日
時
1
1
6
月
3
日
・

10
日
・

17
日

午
後
6
時
i
7
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル

▽
対
象
11
高
校
生
相
当
以
上
で

25
いい

を
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
方

▽
定
員
1110
人
※
申
込
多
数
の
場
合

ぱ
抽
選

▽
費
用
11900
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
3

回
分
）

▽
申
込
み

1
1
5
月
23
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
泳
力
（
ど
の
く
ら
い
泳
げ
る
か
、

何
が
苦
手
か
な
ど
）
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

「
初
級
者
水
泳
教
室
」
係
(
〒

1
9
1
|
0

0
1
1
日
野
本
町
1
の
6
の
2
6
5
8
2

.
0
0
0
2
※
月
曜
日
を
除
く
）
へ

●
初
ヽ
心
者
水
泳
敦
室

▽
日
時
1
1
6
月
14
日
ー

7
月
12
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
2
時
i
3
時

30
分

▽
会
場
11
富
士
電
機
固
東
京
工
場
内
一

温
水
プ
ー
ル

▽
内
容
1
1
5
い
い
泳
げ
な
い
方
を
対
象

り

に
252
い
泳
げ
る
ま
で
を
目
標

ゃ‘, し思

▽
定
員
1140
人

の

▽
費
用
11プ
ー
ル
利
用
料
毎
回

300円

（
初
日
は

400円）

h
'

▽
中
込
み

1
1
5
月
25
日
（
必
着
）
ま
で

A
)

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

ハ）人一

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
日
野
市
教

よ9
9
 

育
委
晨
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191

ち
m

|
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

漬旧

■七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会
総
会

日
野
市
地
区
育
成
会
は
、
市
内
各

中
学
校
区
に
一
っ
ず
つ
組
織
さ
れ
、

青
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
の
浄

化
、
地
域
社
会
に
お
け
る
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。昨

年
度
を
ふ
り
か
え
り
、
今
年
度

の
活
動
方
針
な
ど
を
定
め
る
総
会
を

開
催
し
ま
す
。

マ
七
生
中
地
区

▽
日
時
1
1
5
月
21
日
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11
七
生
中
食
堂

▽
問
合
せ
先
11
若
松

(
6
5
9
1
.
2
0

5
6
)
 

※
そ
の
他
の
地
区
の
総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
生
活
課

(6581

.
4
1
1
2
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

■二
中
地
区
青
少
年
育
成
会

「
三
世
代
の
つ
ど
い
」

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も

た
ち
。
地
域
の
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、

大
人
も
子
ど
も
も

一
緒
に
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
1
1
5
月
26
日
午
前
10
時
i
午

後
3
時
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11
二
中
体
育
館
、
校
庭

▽
内
容
11
け
ん
玉
・
一
輪
車
・
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
わ

ら
じ
作
り
、
お
手
玉
ほ
か
※
焼
き
そ

ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
綿
あ
め
ほ

か
の
模
搬
店
あ
り

▽
問
合
せ
先
11
永
原

(
6
5
8
3
.
1
4

9
4
)
 

＠ 
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0 
日野市の人ロ 言 世帯を除＜ 

に

市では、幼いお子さんを持つ共働きの両親が、安 ｀
心して働くことができるように、子育てを応援して
います。しかし、保育園へ入れずに待機しているお
子さんがいることも実状です。
今号では、人所をお待ちいただいている方を一人

でも多く受け入れられるよう、保育室と家庭福祉員
をこ紹介します。

員祉

室

福

育

庭a;
〗翠
宣
5

住？ r所

多摩平3-28-10
日野本町4-27-5
多摩平6-16-9

豊日3-6-4

電話
583-8713 
581-0731 
581-5387 

582-3364 

＼受け入れ人敬

29人
29人

昌

住袷？`所
＇~ヽ

百草999百草団地275-405
百草881-2

改14下83247

西平山5-24-~0
多麿平2-3-4-406

川辺堀之内90-15
東豊田1-35-10

電聡・話 吃

592-9125 
592-7700 
586-1565 
584-9415 

584-9579 
584-4634 
581-7518 

人
一
人
一
人
一
人
一
人
一
人
一
人

2
3
2
3
2
3
3
 

保
育
室

・
家
庭
福
祉
員
は
市
と
委
託

契
約
を
結
び
、
東
京
都
の
指
導
の
も
と

に
経
営
し
て
い
る
保
育
施
設
で
す
。
保

育
の
対
象
年
齢
は

0
歳
i
2
歳
で
、
保

育
室
は

15
人
i
2
9
人
、
家
庭
福
祉
員
は

3
人
ま
で
自
宅
で
保
育
し
て
い
ま
す
。

保
育
室
は
、
施
設
長
以
下
大
部
分
の

職
員
が
、
そ
し
て
家
庭
福
祉
員
は
全
員

が
保
育
士
等
の
資
格
を
持
ち
、
保
育
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
な
ど
で
お

子
さ
ん
を
預
け
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
保
育
日

11
原
則
と
し
て
月
曜
i
土
曜

日
※
祝
日
、
年
末
年
始
等
を
除
く

▽
対
象
施
設

11
別
表
の
と
お
り

▽
対
象
年
齢

1
1
0
歳
ー

2
歳

▽
保
育
時
間

11
お
お
む
ね
午
前
7
時

i

午
後
7
時
※
詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
保
育
料
11
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▽
健
康
診
断

11
保
育
室
…

1
カ
月
に

1

回
、
日
野
市
と
契
約
し
た
小
児
科
医
が

直
接
施
設
で
実
施
／
家
庭
福
祉
員
…
市

内
の
医
療
機
関
で
実
施
※
受
診
料
を
市

が
助
成

▽
食
事
•
お
や
つ
1
1

保
育
室
：
・
全
施
設

と
も
給
食
•
お
や
つ
あ
り
／
家
庭
福
祉

員
：
原
則
と
し
て
お
弁
当
を
持
参
※
相

談
に
応
じ
ま
す

▽
問
合
せ
先

11
各
施
設
／
市
児
童
福
祉

課
保
育
係

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
講
座

家
庭
で
で
き
る

乳
幼
児
向
け
応
急
手
当

次
の
私
立
保
育
園
で
は
、

7
月
1
日

入
園
希
望
分
か
ら
の
受
け
入
れ
可
能
人

数
を
増
や
す
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
児
童
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
至
誠
第
二
保
育
園
1
1
2
歳
児
…

2
人

▽
至
誠
第
二
保
育
園
万
願
寺
分
園
1
1
2

歳
児
…

2
人

▽
栄
光
保
育
園
1
1
0
歳
児
…

5
人

▽
つ
く
し
ん
ぼ
保
育
園
1
1
4
歳
児
…

3

人、

5
歳
児
…

1
人

▽
日
野
わ
か
ば
保
育
園
1
1
0
歳
児
…

2

人、

3
歳
児
…

1
人

▽
問
合
せ
先

11
児
童
福
祉
課
保
育
係

日
野
消
防
署
高
幡
出
張
所
の
方
か
ら

応
急
手
当
法
を
学
び
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
5
月
30
日
因
午
前
10
時
30
分

i
1
1
時
30
分

▽
定
員
1130
人

▽
申
込
み
先

11
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

(
6
5
8
6
.
1
3
1
2
)I
 

7
月
1
日
入
園
希
望
分
か
ら

保
育
園
の
受
け
入
れ
可
能
人

数
を
増
や
し
ま
す
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が
、
多
く
は

一
村
が
複
数
の
領
主
に
分

割
さ
れ
た
相
給
や
新
田
分
で
あ
っ
た
。

英
竜
は
安
政

2
年

(
1
8
5
5
)
1
月

16
日
55
歳
で
没
し
た
が
、
支
配
地
は
嗣

ひ

で

と

し

ひ

で

た

け

子
英
敏
や
弟
英
武
に
引
き
継
が
れ
て
幕

末
に
至
っ
て
い
る
。
英
竜
の
生
活
は
質

素
で
あ
り
、
人
材
を
旧
例
に
と
ら
わ
れ

ず
属
僚
に
登
用
す
る
な
ど
好
評
で
あ
っ

た
。
甲
斐
で
は
「
世
直
し
江
川
大
明
神
」

の
織
が
立
て
ら
れ
、
仁
政
が
讃
え
ら
れ

た
と
い
う
。

ま
た
、
代
官
の
本
来
の
職
務
の
ほ
か
、

種
痘
の
実
施
や
パ
ン
食
の
導
入
、
海
防

論
や
韮
山
反
射
炉
・
品
川
台
場
の
築
造
、

洋
式
砲
術
の
採
用
な
ど
に
実
績
を
挙
げ
、

特
に
農
兵
論
の
建
議
が
後
に
日
野
宿
組

合
農
兵
隊
な
ど
を
組
織
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
英
竜
の
死
は
広
く
多
摩
の
諸
村

か
ら
も
哀
惜
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
村
上
直
）
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